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微生物の探索収集プロフィール

探索収集地である北海道十勝の芽室圃場（斎藤） コムギより分離した植物内生酵母の外観（斎藤）

ダイズ根粒の着生状況（桑田） 根粒菌のコロニー（桑田）

台湾・宜蘭縣玉蘭 IIang（Yilang）のウーロン茶
向け茶園での探索（長尾）

マレーシア・キャメロンハイランドの紅茶向け
茶園での探索（長尾）
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ま　え　が　き

　わが国の農林水産業・食品産業のさらなる発展を図るためには、新品種の育成やバイオテクノロ

ジー等先端技術の利活用が不可欠であり、それらを支える生物遺伝資源の確保および利用等の「知

的基盤の戦略的な重点整備」が益々重要であることが「科学技術基本計画」の中で示されている。

また国際的にも、品種の均一化、熱帯林の減少等により、貴重な生物遺伝資源が急速に減失してし

まう恐れがあり、それらの保全と利用が重大な関心事となっている。1993 年の「生物多様性条約」

発効後、生物遺伝資源を巡る国際的な潮流は、「人類共通の財産」から「原産国の主権的権利」を

大きく認める考え方に変化し、我が国も本条約に従いつつ国際的協力関係を一層発展させながら、

生物遺伝資源の収集と保全に努める必要が生じている。

　1985 年に開始した農林水産ジーンバンク事業は、組織の統廃合を経て、2001 年から独立行政法

人農業生物資源研究所が中心となって事業の運営にあたることになった。植物、微生物、動物、

DNA の農業生物遺伝資源について、全国の農業試験研究機関、種苗管理センター、家畜改良センター

等の機能と立地条件を生かし、これらの機関との有機的、組織的連携協力の下に保存・配布などの

業務を実施している。本事業ではさらに、国内のみならず国際的協力関係を構築したうえで海外の

遺伝資源を探索収集し、それらの特性を調査・評価してデータベース化し、収集した遺伝資源およ

びその情報を提供してきた。

　微生物部門では、平成 17 年度に北海道、青森県、台湾およびマレーシアにおいて探索を実施し、

植物と相互作用のある微生物 (植物内生酵母、根粒菌、およびチャもち病菌 )を収集し、それらを

当ジーンバンクに保存した。さらに、遺伝的解析、生化学的試験、植物への着生試験などの特性調

査も行った。

　本報告書は、これら探索収集の結果と、収集された微生物の特性調査の結果をとりまとめたもの

である。また巻末には、探索収集の実施方法や探索対象国との交渉についてまとめた「微生物探索

収集の手引き」を掲載した。本報告書を今後の生物遺伝資源を利用した試験研究、技術指導、事業

の円滑な推進等に役立てていただければ幸いである。

平成 18 年 12 月

独立行政法人 農業生物資源研究所

ジーンバンク長　大 川　安 信
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〔微探収報 19:1－8, 2006〕

植物内生酵母の探索と特性解析

農業・食品産業技術総合研究機構　北海道農業研究センター

寒地バイオマス研究チーム　

斎藤　勝一

Screening and Characterization of the Endophytic Yeast
from Crops in Hokkaido

Katsuichi  SAITO

Biomass Research Team,

National Agricultural Research Center for Hokkaido Region, NARO

Shinsei, Memuro, Kasai, Hokkaido 082-0071, Japan

1 ．目的

　植物内生菌（エンドファイト）は、植物内に生息する微生物全般を指し、牧草、イネをはじめ様々

な植物より生態学的な基礎研究や病害虫防除などへの応用研究が行われている１,２）。微生物の菌種

については、細菌、糸状菌、放線菌が分離されているが、酵母についての報告はない。酵母は、他

の微生物同様、自然界に広く存在し、また、発酵微生物としてパンやワイン、清酒などの発酵食品

への利用を始め、近年では燃料用バイオエタノールの製造など様々な場面で用いられる産業上有用

な菌種である。これら酵母の発酵作用は、古来収穫物に水を加えることで経験的に見出されたもの

と考えられている。そのため当初の発酵食品の製造は作物由来の天然酵母に起因していたと考えら

れ、元来酵母が作物に内生していたと考えても矛盾はない。

　以上の背景より本研究では、広く自然界に存在し、かつ、産業上有用にも関わらず植物内生菌種

としては報告例がない植物内生酵母について、北海道の主要畑作物であるコムギ、バレイショ、ダ

イズ、テンサイを探索源としその分離を試みた。これにより、植物 -酵母間の生態学的な基礎知見

を得るとともに、食品加工や拮抗微生物的な病害防除などに応用利用可能な新規有用酵母の取得を

目指す。

2 ．探索概要

　北海道十勝地方の当所芽室圃場（北海道河西郡芽室町新生、図 1）において、コムギ、バレイショ、

ダイズ、テンサイの畑作 4品目について当所における栽培品種を2005年の 6月から 9月までの間、
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各作物・品種の成長に応じおよそ 2週間から 1ヶ月毎に採取した。採取の際は、外観健全な植物体

を採取し、採取後、ポリ袋中にて冷蔵保存し、順次分離に供した。

3 ．収集の成果

1）方法

　植物内生酵母の分離・同定

　試料は茎部、葉部、収穫部位（種子、芋、豆、大根）の 3部位に分け、各試料の表面をそれぞれ

次亜塩素酸＋界面活性剤、75％エタノールにより殺菌を行った３）。各液の処理時間は試料ごとに適

宜調整し、最後にペプトン水によるすすぎ液を培地に塗布することで殺菌効果の確認を行った。表

面を殺菌した試料を無菌的に粉砕、ペプトン水に懸濁後、2段階の遠心分離（低速：200xg,5min,上

清回収→高速：5000×g,15min,沈殿回収）により酵母の濃縮を行った４）。得られた沈殿を YPD+ク

ロラムフェニコールの選択寒天培地に塗布し、25℃で培養を行った。形成したコロニーのうち、コ

ロニー形態及び顕微鏡観察により酵母と確認できたものを植物内生酵母として分離、保存した。以

上の概要を図 2に示した。

　分離菌株の同定は、ITS-1、ITS-4プラ

イマーを用いた ITSリボソームDNA配列５）

および API20CAUX(BIOMERIEUX)による

生化学的性状試験により行った。ITSリボ

ソーム DNA配列による同定では、得られ

た DNA配列を BLASTプログラム (http://

www.ncbi.nlm.nih.gov/BLAST/)による相同

性検索に供し、その結果に基づき菌株同定

を行った。生化学的性状試験については、

キット付属のマニュアルおよび Kurtzman

らの成書６）により判定を行った。

図 1. 探索収集地点および当所芽室圃場

図 2. 植物内生酵母の分離・分析方法

コムギ、バレイショ、ダイズ、テンサイ

①次亜塩素酸ソーダ＋界面活性剤
② 75％エタノール
③ペプトン水→培地塗布（殺菌効果確認）

１．表面殺菌

２．酵母濃縮（遠心分離）

①低速遠心（200xg，5min）

②中速遠心（5000xg，15min）

沈殿（破砕物、糸状菌）

上清（バクテリア）

３．酵母単離 ４．DGGE分析

茎、葉、収集部位に分割

粉砕
溶液懸濁

上清

沈殿≒酵母

選択培地 DNA抽出
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　植物内生酵母の DGGE解析

の 2段階遠心分離により得られた沈殿から Genとるくん（酵母用）（TAKARA）により DNA

を抽出し、26Sリボソーム配列に由来する NL-1A、NL-4プライマーおよび LS2、NL1-GCプライマー

を用いた nested PCRを行った７）。得られた増幅断片は、DCodeシステム（BioRad）を用いた変性

剤濃度 35％－55％のグラジエントゲルによる DGGE解析に供した（図 2）。その他詳細は、DCode

システム付属のマニュアルおよび Masoudらの方法７）に準じた。また、得られたバンドを回収し

LS2、NL1-GCプライマーを用い PCRとシークエンスを行い、バンドの由来生物の同定も行った。

　取得酵母の植物生育へ与える影響

　コムギ品種キタノカオリをかいわれ大根の栽培ポット中、ウレタンマット上に適量播種し、自動

散水による水耕栽培を行った。播種後 7、10、14日目に YPD液体培地で培養、回収した酵母菌体

を散布し、播種後 4週間後までコムギ生育の観察を行った。

2）結果

　植物内生酵母の分離

　植物内生酵母の探索を試みた結果を表 1に示した。バレイショ、ダイズ、テンサイからは合わせ

て十数株程度の酵母しか分離できなかったが、コムギからは品種を問わず多数の酵母が分離された。

試料処理数から算出した取得率もコムギで高値を示した。ITSリボソーム DNA配列による菌株同

定の結果、分離菌株のほぼ全てが相同性 99％前後の高値でCandida parapsilosis と同定された。そ

の他コムギからの 2株とバレイショの 1株がCryptococcus 属（相同性約96％）、ダイズからの 1株

がRhodotorula 属（同98％）と同定された（表 2）。以上のように分離菌種に顕著な偏りが見られたが、

本研究では試料の表面殺菌を除いては酵母分離の汎用法による菌株分離を行った。このため分離方

法による菌種偏向の影響は極めて少ないと考えられ、一定の特性を有する菌種、すなわち、植物内

生酵母が集積、収集されたものと考えられた。これら菌株のうち、コムギからの 2菌種、各 2株を

代表株として選抜し、合計 4株をジーンバンクに登録した。これら菌株については、生化学的性状

試験も行い、各々Can. parapsilosis、Cry. albidus と最終的に同定した。また、その生化学的性状試

験の結果を表 3に、菌株の外観を図 3に示した。

表 1．各作物からの植物内生酵母の取得率

コムギ バレイショ ダイズ テンサイ

　品種数 6 12 3 3

　サンプリング回数 3 3 3 3

　反復数 2 1 2 2

　部位数 3 3 3 3

　延べ処理数 108 108 54 54

　分離菌株数 47 12 3 2

　取得率（％） 43.5 11.1 5.6 3.7 
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表 2．各作物からの植物内生酵母の分離結果

表 3．MAFF 登録菌株の生化学的性状試験結果

図 3．MAFF 登録 2菌種のプレート上の外観

上 ：Can. parapsilosis A-1 株 （MAFF230052）、

下 ：Cry. albidus C-6 株 （MAFF230054）

作物 品種 部位 ITSリボソーム配列による同定 分離数  MAFF番号（株名）

コムギ

勝系 33
穂内種子 Candida parapsilosis 6

茎 Candida parapsilosis 6

キタノカオリ

穂内種子 Candida parapsilosis 10  230053（B-17）

穂内種子 Cryptococcus albidus* 2
 230054（C-6）、
 230055（D-25)

茎 Candida parapsilosis 2

ホクシン
穂内種子 Candida parapsilosis 4

茎 Candida parapsilosis 1

ハルユタカ
穂内種子 Candida parapsilosis 7  230052（A-1)

茎 Candida parapsilosis 1

春のあけぼの 穂内種子 Candida parapsilosis 5

春よ恋 穂内種子 Candida parapsilosis 3

バレイショ

ホッカイコガネ 茎 Candida parapsilosis 4

キタアカリ 茎 Candida parapsilosis 2

さやか
茎 Candida parapsilosis 1

茎 Cryptococcus 属 * 1

インカレッド 茎 Candida parapsilosis 1

インカパープル 茎 Candida parapsilosis 3

ダイズ
ユキホマレ

茎 Candida parapsilosis 1

葉 Candida parapsilosis 1

トヨムスメ 茎 Rhodotorula mucilaginosa 1

テンサイ 北海 82号 茎 Candida parapsilosis 2

＊：ITSリボソーム配列では属レベルまでしか判別できず。種名記載のあるものは生化学的性状試験と併せ同定

MAFF番号 株名 同定結果
基質

0 GLU GLY 2KG ARA XYL ADO XLT GAL INO SOR MDG NAG CEL LAC MAL SAC TRE MLZ RAF

230052 A- 1 Candida parapsilosis - + + + + + + - + - + + + - - + + + + -

230053 B-17 Candida parapsilosis - + + + + + + - + - + ± + - - + + ± + -

230054 C- 6 Cryptococcus albidus - + - + + + - - - + ± + - + - + + + + +

230055 D-25 Cryptococcus albidus - + - + + + - - - + + + - + - + + + + +

0：基質なし、GLU：ブドウ糖、GLY：グリセロール、２KG：2-ケト-D-グルコン酸カルシウム、ARA：L-アラビノース、XYL：D-キシロース、
ADO：アドニット、XLT：キシリトール、GAL：D-ガラクトース、INO：イノシトール、SOR：D-ソルビトール、MDG：α -メチ
ル -D-グルコシド、NAG：N-アセチル -D-グルコサミン、CEL：D-セロビオース、LAC：ラクトース、MAL：マルトース、SAC：
蔗糖、TRE：D-トレハロース、MLZ：D-メレチトース、RAF：D-ラフィノース。

http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230053
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230054
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230055
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230052
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230052
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230053
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230054
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230055
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230052
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230054
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　植物内生酵母の DGGE解析

　殺菌試料を生物の多様性の目安となる DGGEに供した。その結果、バレイショ、ダイズ、テン

サイでは供試作物由来のバンド以外一切バンドを検出することが出来なかった。一方、コムギでは

真核微生物を示す複数のバンドが供試全品種で確認できた（図 4）。当該バンドの菌株同定を行っ

た結果、酵母については植物内生酵母の分離で得られた酵母と同じCandida 属、Cryptococcus 属

と同定された。このことから、供試 4作物中、コムギ由来の酵母が植物内生酵母であり、その他由

来の酵母は内生菌ではないことが確認できた。

　加えて、コムギでは複数の糸状菌の存在も確認でき、その内Fusarium 属糸状菌が秋播き、春播

きでそれぞれ異なるバンドとして検出された。このことから、糸状菌の内生に関し、秋播き、春播

きのコムギ間で品種間差が存在することが明らかになった。

　取得酵母の植物生育へ与える影響

　植物内生酵母が植物生育に与える影響を、取得、選抜した植物内生酵母 4株と水耕栽培したコム

ギを用い試験を行い、その結果の一例を図 5に示した。図 5で見られるように、対照として用いた

パン酵母およびCan. parapsilosis では、コントロールの酵母無添加と同様、ほぼコムギの生育に影

響がなく健全な生育を示した。それに対し、Cry. albidus ではコムギ生育の抑制が見られる傾向に

あった。このことから、Cry. albidus と宿主であるコムギとの間で何らかの相互作用があり、コム

ギ生育に影響を及ぼしていることが推察された。しかし、上記作用は再現性に乏しく、およそ 2回

に 1回の割合でCry. albidus でもほぼ健全な生育を示した。そのため、今後、酵母の散布、吸収方

法や栽培条件などについても詳細に検討した上で、再度効果を検証する必要があると考えられた。

図 4．DGGE 法による植物内生酵母の検出

Y1：Cryptococcus 属酵母、Y2：Candida 属酵母、F1：Fusarium 属糸状菌、F2、3：不詳糸状菌、

P：供試植物由来、M：マーカー。コムギは左側 3品種が秋播き、右側 3品種が春播きコムギ。
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4 . 所感

　本研究では、植物内生菌種としてこれまで報告のない植物内生酵母について、北海道の主要畑作

物であるコムギ、バレイショ、ダイズ、テンサイを分離源としその探索を試みた。その結果、各作

物から酵母を取得したことに加え、酵母の出現頻度および DGGE解析の結果も併せ、コムギから

の分離酵母が植物内生酵母であることを確認した。これにより、植物内生酵母の存在を初めて明ら

かにしたとともに、コムギからの当該酵母の単離も成し得た。上述の通り、植物内生酵母について

の報告例はこれまでになく、本探索がはじめての知見である。そのため、今後の植物 -微生物間相

互作用や生態系・共生系の解明に向け、新たな研究展開につながる貴重な新知見が得られ、大変有

意義な探索であったと言える。

　既報の植物内生菌のほとんどがイネ科植物から見出されており、今回の植物内生酵母についても

それら同様イネ科植物であるコムギから見出された。また、分離菌種も特定菌種に偏っていること

から、既知の植物内生菌や共生系などと同様に、宿主特異性が酵母の場合にも存在し、宿主植物内

で固有の共生系・生態系を形成していると考えられた。今回コムギから得られたCan. parapsilosis、

Cry. albidus は、それぞれ好乾酵母、低温耐性酵母であることが知られており２）、コムギの越冬性や

耐凍性、ハードニングなどに何らかの影響を及ぼしている可能性がある。コムギをはじめ各種植

物では耐凍性などの抵抗性誘導時期に一時的に生育抑制が起こることが知られており、本課題で

Cry. albidus により引き起こされたコムギの生育抑制は、Cry. albidus がコムギの耐凍性などの抵抗

性を誘導した結果生じたものとも推察できる。

　本研究により、植物内生酵母が植物に様々な作用を及ぼしている可能性が示唆されたが、植物内

生菌の研究自体、歴史が浅く、未だ不明な点が多い。植物 -微生物間の生態学的基礎解明に加え、

植物内生酵母の利活用や宿主作物の生産性向上のためにも、基礎、応用の両観点から植物内生菌に

関する研究を展開し、更なる情報、知見の集積を図る必要がある。

図 5．植物内生酵母のコムギ生育へ与える影響

A-1：Can. parapsilosis  A-1株（MAFF230052）、C-6：Can. parapsilosis  A-1株（MAFF230052）、C-6：Can. parapsilosis Cry. albidus  C-6株（MAFF230054）Cry. albidus  C-6株（MAFF230054）Cry. albidus

播種後 4週間後。酵母は播種後7、10、14日目に散布。結果の一例であり今後詳細な検討

が必要。

コントロール A-1 C-6 パン酵母

http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230052
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230054
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Summary

  Screening of the endophytic yeast from crops in Hokkaido was attempted because a lot of kinds of 

microorganisms except for yeast were found as endophytes.  As the result of screening, 47, 12, 3, and 

one yeast strains were obtained from wheat, potato, soy-bean, and sugar beet, respectively.  Appearnce 

frequency of yeast from wheat was especially high, 43.5%, while those from the other crops were below 

11.1%.  Almost all of the isolates were identified as Candida parapsilosis .  Two isolates from wheat and 
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one from potato were identified as the genus Cryptococcus , and one from soy-bean belonged to the 

genus Rhodotorula .  From the result of DGGE analysis, the bands corresponding to the genera Rhodotorula .  From the result of DGGE analysis, the bands corresponding to the genera Rhodotorula Candida

and Cryptococcus  were detected from the DNA extracted from wheat seed, while there was no band Cryptococcus  were detected from the DNA extracted from wheat seed, while there was no band Cryptococcus

corresponding to microorganisms with the other crops at all.  Thus, it was considered that the yeast 

strains from wheat were the endophytic yeast from the above observations, and four representative strains 

were deposited at the Genebank, National Institute of Agrobiological Science, Japan (Accession No.: 

MAFF 230052-230055).  Effect of endophytic yeast on the initial growth of wheat was evaluated by using 

the four representative strains.  Inhibition of wheat growth by adding Cryptococcus albidus  was observed Cryptococcus albidus  was observed Cryptococcus albidus

one month after from seeding while there was no influence in the case of Can. parapsilosis  and Baker's Can. parapsilosis  and Baker's Can. parapsilosis

yeast.  Therefore, it might be possible that there is some ecological interaction between endophytic yeast 

and its host plant. 

http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230052
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=230055
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ダイズの実用栽培品種からの根粒菌の探索収集

青森県農林総合研究センター

桑田 博隆・近藤 伸子・岩谷香緒里
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Hirotaka KUWATA，Nobuko KONDO and Kaori IWAYA

Aomori Prefectural Agriculture and Forestry Research Center

Sakaimatsu1-1-1, Kuroishi, Aomori 036-0389, Japan

1 ．目的

　ダイズ根粒菌は、世界的な食料安定供給のみならず、窒素質肥料がごく少なくて済むという点に

おいて、環境保全型農業に最大級の貢献をなしてきた。

　ダイズ根粒菌に関しては、「生物窒素固定」という学問的見地からの研究例は極めて多数にのぼり、

そのために収集された菌株も多数が保存されているが、それらのほとんどは研究目的のための特殊

なダイズ品種由来のものであり、実用品種由来の菌株はごく少数に限られている。

　根粒菌に関する実用技術開発試験を実施するに当たり、「ダイズ品種と根粒菌の親和性」の問題

は常につきまとう課題であり、研究目的達成のためには、対象とするダイズ品種固有の「親和性菌

株」を探索することが大前提となる。そこで、青森県を中心とする主に東北地域の栽培品種並びに

有望系統ダイズの根粒菌を探索収集することとした。

2 ．探索概要

1）根粒菌の分離

　供試ダイズ品種：下記の27品種・系統を供試した

○青森県栽培ダイズ品種

　青森県農林総合研究センター畑作園芸試験場作物改良部より分譲

　  普通ダイズ：おおすず・スズカリ・オクシロメ・ワセスズナリ、納豆用小粒：鈴の音

  　エダマメ：あおもり福丸・あおもり豊丸・毛豆、黒豆：桧山黒・光黒

○東北他県主要品種・有望系統

　（独）東北農業研究センター水田利用部大豆育種研究室（刈和野）より分譲
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　　　　主要品種：ナンブシロメ・トモユタカ・タンレイ・リュウホウ・あやこがね・ミヤギシロ

メ・タチナガハ・ふくいぶき・タチユタカ・スズユタカ・青丸くん・コスズ

　　　　有望系統：東北１４６・１５４・１５９・１６０・１６１号

　供試土壌：当初構想では、ほとんどの品種・系統の育成地である「刈和野土壌」を用いる計画

であったが、今冬の記録的豪雪により消雪が大幅に遅れる見込みとなったことから、畑作園芸試

験場の硬質プラスチックハウスで、2004年度にエダマメ栽培試験を実施した場所（根粒着生は試

験担当者により確認）の土壌を採取し、1／5000ａワグネルポットにつめて供試した（表-1、図

-1）。

　ダイズ播種：2005年 3月19日実施。各品種・系統の種子をポット当たり数粒ずつ播種し、萌芽

後にポット当たり 1本に仕立て、ガラス室内に管理した。

　表－ 1　探索日程表

図－ 1　探索収集地点

　根粒からの菌の分離：2005年 5月 1日実施（播種42日後）。ダイズ各個体から外観正常な根粒

4個ずつを選抜し、水道水で洗浄後に75％エタノールに数秒間浸漬し、有効塩素 2％次亜塩素

酸ソーダ溶液に 2分間浸漬した後、滅菌蒸留水で 3回洗浄した。根粒 1個ずつを数 mlの滅菌水

年月日 行程及び行動内容

2005.3.15
黒石市　→　上北郡六戸町：県畑作園芸試験場　→　黒石市

（出発）　　　　　（土壌試料採取）　　　　　　　      （帰着）

注）青森県公用車により移動
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中で火炎滅菌ガラス棒先端により砕き、白濁が速やかに水中に拡散することが確認されたもの

につき、ＹＭＡ平板培地に画線移植し、27℃暗黒下に培養した。培養14日後に、1根粒由来の 

Bradyrhizobium sp . と推定される単コロニーを釣菌し、ＹＭＡ斜面培地に移植し、暫定的な菌株

とした。

　 ダイズ各品種・系統の根粒着生程度の評価：ダイズの根を水洗後、達観調査により「おおす

ず」の根粒着生程度を「＋＋＋」と評価（根粒の大きさは 5～ 7mmで、ダイズ１個体当たり50～

70個程度で、経験的にこの程度の着生であれば十分と判定）し、下記基準により他品種・系統の

着生程度を評価した。「おおすず」は青森県の主要品種（2005年度ダイズ作付面積3,770haのうち

93％）であることから暫定的に対照品種とした。

　　＋＋：根粒の大きさはほぼ同じであるが若干少なめ（おおすずでも個体により＋＋）

   　　＋ ：根粒の大きさはほぼ同じであるが極めて少ない（個体当たり10個未満）

  　 　± ：根粒は極めて小さい（直径 2mm前後）かつ極めて少ない（個体当たり10個未満）

　　但し、＋及び±でも「親和性菌の分離」目的は達成可能

2）分離菌株の接種及び再分離

　分離菌株の接種源培養：500ml容三角フラスコにＹＭ液体培地400mlを分注し、121℃・15分間

のオートクレーブ滅菌・冷却後に、ダイズ各品種・系統由来の各 4菌株（一部 3菌株）につき 1

菌株ずつを移植し、27℃暗黒下に静置培養し、菌濃度約10６cfu／mlに増殖した段階で接種に供試

した。

　ダイズへの接種：直径12cm丸型黒ポリポットにバーミキュライトをつめ、各品種・系統の種

子を 1粒ずつ播種し、ガラス室内に管理し、初生葉展開時（Ｖ１）に接種源培養をポット当たり

200ml潅注した。

　接種菌の再分離（接種 6週間後）：各ダイズをポットから取り出し、根を水洗後に根系全体の

根粒着生程度を達観により調査し、「おおすず：経験的にこの程度の着生であれば十分と判断さ

れる数」と同等またはそれ以上の根粒形成の認められたダイズ各品種・系統を 2個体選抜し、各

個体からの 5根粒を再分離試験に供試した。再分離試験の結果、再分離供試 5根粒のうち 1根粒

でも菌の発育不良その他のトラブル発生が認められた菌株は廃棄した。

3）分離菌株の細菌学的性質の検査

　供試菌株：ダイズ分離菌40菌株を検査に供試した。

　検査項目：末尾記載の文献から主要な項目を適宜選択して実施した。これらの文献はまた分類

学的考察の典拠としても引用した。

　検査方法

　ⅰ）接種試験：前出 2）－に記した接種方法によった。

　ⅱ）細菌学的性質の検査：基本培地をＹＭＡ培地 1）とした他は後藤・瀧川 3）に従った。

　ⅲ）培養条件：培養はすべて25℃で行い、特記以外は培養期間を 2週間とした。
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3 ．収集成果

1）ダイズ品種・系統による根粒着生程度：青森県栽培各品種では、10品種のいずれも十分な量の

根粒着生が認められたが、他県栽培主要品種並びに有望系統では、根粒の大きさは同等であるも

のの着生数が著しく少ないもの、あるいは根粒の大きさ・数とも著しく劣るものが幾つか認めら

れた（表－ 2）。

　表－ 2　ダイズ品種・系統による根粒着生程度の比較

2）分離菌株の選定：ダイズの全27品種・系統から各 4根粒ずつ、合計108根粒のうち、102根粒か

らBradyrhizobium  sp.と推定される菌が分離された。接種及び再分離の結果に基づき、最終的にBradyrhizobium  sp.と推定される菌が分離された。接種及び再分離の結果に基づき、最終的にBradyrhizobium

27品種・系統よりの40菌株を選定した。菌株番号は選定された順に１～４０の通し番号を付し、

番号の前にダイズを意味するＧｍ（ダイズ学名の頭文字）を付した（表－ 3）。

　例：Ｇｍ－２１　Ｇｍ：Glycine max　２１：21番目の菌株Glycine max　２１：21番目の菌株Glycine max

3）検査結果の概要

　ⅰ）属レベルの判定

　分離菌40菌株はいずれも斉一な性質を示し、ダイズに根粒を形成したが、エンドウ・インゲ

ンマメ・シロクローバには根粒を形成しなかった。グラム陰性・好気性で、ＹＭＡ培地上で粘

液性の発育をし、コロニーは白色・円形・全縁・わずかに中高で、27℃で培養 7日後のコロ ニー

青森県栽培品種 東北他５県栽培品種 有望系統

品種名 着生程度 品種名 着生程度 系統名 着生程度

おおすず ＋＋＋ ナンブシロメ ＋ 東北１４６号 ±

スズカリ ＋＋ トモユタカ ＋＋ 東北１５４号 ＋

オクシロメ ＋＋ タンレイ ＋＋ 東北１５９号 ±

ワセスズナリ ＋＋ リュウホウ ＋ 東北１６０号 ±

鈴の音 ＋＋＋ あやこがね ＋＋ 東北１６１号 ±

あおもり福丸 ＋＋＋ ミヤギシロメ ＋

あおもり豊丸 ＋＋＋ タチナガハ ＋＋

毛豆 ＋＋＋ ふくいぶき ＋＋

桧山黒 ＋＋＋ タチユタカ ＋

光黒 ＋＋＋ スズユタカ ＋＋

青丸くん ＋

コスズ ±

  注）＋＋＋及び＋＋が実用上十分の着生程度と判定　

      ＋及び±でも「親和性菌の分離」目的は達成可能
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は直径１mmに達せず、14日後に直径１mmを超え、アルカリを産生した。以上の結果より、本分

離菌40菌株はいずれも Bradyrhizobium  属Bradyrhizobium  属Bradyrhizobium １，２，４）に属するものと判定された（表 -4）。

　ⅱ）種レベルの判定

　39℃で発育できず、 2％ NaCl耐性は陰性、硝酸還元は 6菌株のみ陽性で他は陰性、硝酸イ

オン存在下での嫌気的発育・ 3 -ケトラクトース産生・カゼイン加水分解は陰性で、ＹＭＡ培

地上で 0.0025％コンゴーレッドを吸収した。単糖類グルコース・ガラクトース・フルクトース・

ラムノースを利用しアルカリを産生した。アラビノース（培養期間 3週間）を利用したが、他

の糖類と異なり酸を産生した点で特異的であった。二糖類ラクトース・スクロース（培養期間

3週間）を利用しアルカリを産生した。マロン酸は利用したにも拘わらず酸もアルカリも産生

しなかった。ナリジクス酸50mg/l及びクロラムフェニコール500mg/lに対して耐性を示し、ス

トレプトマイシン100mg/lには 3/40が耐性、カルベニシリン500mg/lには 2/40が耐性を示し

たが、その他の抗生物質に耐性を示さなかった（表 -4）。

　ⅲ）分類学的考察

Bradyrhizobium  属として記載されている 4種Bradyrhizobium  属として記載されている 4種Bradyrhizobium 1，2，4，5，6，7，8）の中で、B. liaoningense 7）とは発

育速度の点で、また B. yuanmingense 8）とはダイズに対する寄生性の点で、それぞれ異なる。

菌株番号 ダイズ品種・系統名 菌株番号 ダイズ品種・系統名

Ｇｍ－１ おおすず Ｇｍ－２１ ミヤギシロメ

Ｇｍ－２ おおすず Ｇｍ－２２ タチナガハ

Ｇｍ－３ スズカリ Ｇｍ－２３ タチナガハ

Ｇｍ－４ スズカリ Ｇｍ－２４ ふくいぶき

Ｇｍ－５ オクシロメ Ｇｍ－２５ ふくいぶき

Ｇｍ－６ ワセスズナリ Ｇｍ－２６ タチユタカ

Ｇｍ－７ ワセスズナリ Ｇｍ－２７ タチユタカ

Ｇｍ－８ 鈴の音 Ｇｍ－２８ スズユタカ

Ｇｍ－９ あおもり福丸 Ｇｍ－２９ スズユタカ

Ｇｍ－１０ あおもり豊丸 Ｇｍ－３０ 青丸くん

Ｇｍ－１１ あおもり豊丸 Ｇｍ－３１ 青丸くん

Ｇｍ－１２ 毛豆 Ｇｍ－３２ コスズ

Ｇｍ－１３ 桧山黒 Ｇｍ－３３ コスズ

Ｇｍ－１４ 光黒 Ｇｍ－３４ 東北１４６号

Ｇｍ－１５ ナンブシロメ Ｇｍ－３５ 東北１５４号

Ｇｍ－１６ トモユタカ Ｇｍ－３６ 東北１５９号

Ｇｍ－１７ タンレイ Ｇｍ－３７ 東北１５９号

Ｇｍ－１８ リュウホウ Ｇｍ－３８ 東北１６０号

Ｇｍ－１９ あやこがね Ｇｍ－３９ 東北１６０号

Ｇｍ－２０ あやこがね Ｇｍ－４０ 東北１６１号

表－ 3　選抜菌株番号及び由来ダイズ品種・系統名
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　分離菌は、硝酸イオン存在下での嫌気的発育・ＹＭＡ培地上でのコンゴーレッド吸収能・インドー

ル－ 3－酢酸産生・二糖類（ラクトース・スクロース・ラムノース）利用能などで B. japonicum と B. japonicum と B. japonicum

異なり、むしろ B. elkanii  に近いと思われた。しかし抗生物質耐性検査では、分離菌はナリジクスB. elkanii  に近いと思われた。しかし抗生物質耐性検査では、分離菌はナリジクスB. elkanii

酸及びクロラムフェニコールにのみ耐性を示し、多くの抗生物質に耐性である B. elkanii  の大きなB. elkanii  の大きなB. elkanii

特徴 4，5，6）とは異なった。

　以上の限られた範囲の表現形質検査結果からは、分離菌は B. japonicum と  B. japonicum と  B. japonicum B. elkanii  との中間的B. elkanii  との中間的B. elkanii

表－ 4　ダイズ分離菌株の細菌学的性質

性　　　　　質
供試菌株※※

40菌株 B. japonicum B. elkanii
根粒形成能：ダイズ ＋ ＋ ＋
　　　　　　エンドウ － － n.d.
　　　　　　インゲンマメ － － n.d.
　　　　　　シロクローバ － － n.d.
　グラム反応 － － －
　好気性発育 ＋ ＋ ＋
形態※ 短桿状 短桿状 短桿状
運動性※ ＋ ＋ ＋
　ＹＭＡ培地・27℃・1週間後のコロニー直径 ＜１mm ＜１mm ＜１mm
　　　　　〃　　　　2週間後のコロニー直径 ＞１mm ＞１mm ＞１mm
　ＹＭＡ培地上での粘液性発育 ＋ ＋ ＋
　ＹＭＡ培地上でのコロニー 白色 白色 白色

円形 円形 円形
全縁 全縁 全縁
中高 中高 中高

　ＹＭＡ培地上での酸・アルカリ産生 アルカリ アルカリ アルカリ
　39℃での発育 － － －
　 2％ NaCl耐性 － － －
硝酸還元 6/40＋ ＋ －
　硝酸イオン存在下での嫌気的発育 － ＋ －
　 3－ケトラクロースの産生 － － －
　カゼインの加水分解 － － －
ＹＭＡ培地上での 0.0025％コンゴーレッド吸収能 ＋ － n.d.
　インドール -3-酢酸の産生 ＋ － ＋
単糖類利用能：グルコース ＋ア ＋ ＋
　　　　　　　ガラクトース ＋ア ＋ ＋
　　　　　　　フルクトース ＋ア ＋ ＋
　　　　　　　アラビノース ＋サ ＋ ＋
二糖類利用能：ラクトース ＋ア － ＋
　　　　　　　スクロース ＋ア － ＋
　　　　　　　ラムノース ＋ア － ＋
マロン酸利用能 ＋ ＋ －
抗生物質耐性：ナリジクス酸　　　　　 50mg/l ＋ － ＋
　　　　　　　テトラサイクリン　　　100mg/l － － ＋
　　　　　　　ストレプトマイシン　　100mg/l 3/40＋ － ＋
　　　　　　　エリスロマイシン　　　250mg/l － － ＋
　　　　　　　クロラムフェニコール　500mg/l ＋ － ＋
　　　　　　　リファンピシン　　　　500mg/l － － ＋
　　　　　　　カルベニシリン　　　　500mg/l 2/40＋ － ＋

　※一部の菌株のみ実施

　※※ B. japonicum：蒲生（1988）及び Kuykendall（2005）のデータ

　　　 B. elkanii  ：Kuykendall et al.（1992）及び Kuykendall（2005）のデータB. elkanii  ：Kuykendall et al.（1992）及び Kuykendall（2005）のデータB. elkanii
　　　＋：反応陽性　－：反応陰性　ア：アルカリ産生　サ：酸産生　n.d.：データなし
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な地位にあるものと考えられ、本報告では暫定的に分離菌をいずれも Bradyrhizobium  sp. とするにBradyrhizobium  sp. とするにBradyrhizobium

とどめ、最終的な分類学的地位の確定のためには、16S-rRNA の塩基配列相同性に基づいて判定し

なければならない。

4）最終選抜菌株のＭＡＦＦ登録番号

　前掲40菌株の中から、各品種・系統由来の１菌株ずつ、計27菌株を選抜し、ＭＡＦＦに登録した。

青森県並びにＭＡＦＦにおける登録番号対照表を表－ 5に示した。
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Summary

  Twenty seven commercial cultivars of soybean were cultivated in pots using one kind of field soil under 

greenhouse conditions. Isolation of the bradyrhizobia from the root nodules of each cultivar was conducted 

42 days after sowing with the YMA medium. From the results of isolation, inoculation test to each 

corresponding cultivar, reisolation of the bacterium from the nodules formed, and tests of bacteriological 

characteristics, all 27 isolates revealed the intermediate characteristics between Bradyrhizobium

japonicum  and japonicum  and japonicum B. elkanii . Therefore, they were treated as B. elkanii . Therefore, they were treated as B. elkanii Bradyrhizobium  sp. provisionally, and were Bradyrhizobium  sp. provisionally, and were Bradyrhizobium

registered in MAFF Genebank.
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台湾・マレーシアにおけるチャもち病菌の探索収集

農業生物資源研究所　ジーンバンク

微生物資源研究チーム

元特別研究員

長 尾　英 幸

Collection of Exobasidium Blister of Tea in Taiwan and Malaysia

Hideyuki  NAGAO

Genebank, National Institute of Agrobiological Sciences

2-1-2, Kannondai, Tsukuba, Ibaraki 305-8602, Japan

1 ．目的

　チャはアジアモンスーン地域に起源を発し、チャもち病は1868年に初めて発見され、1898年に

Massee氏によりExobasidium vexans として記載された。病斑が網目状となるチャ網もち病が、1911

年に新たに澤田・伊藤両博士によりE. reticulatum として記載され、日本と台湾から報告された。チャ

もち病菌の研究史に関しては成書に詳述されている（江塚・安藤，1994）。チャもち病菌はアジア

モンスーン地域における重要病害である（大石，2004ｂ）。チャCamellia sinensis  （L.） O. KuntzeCamellia sinensis  （L.） O. KuntzeCamellia sinensis

は紅茶用のアッサム種 var. assamica と中国茶および日本茶用の中国種 var. sinensis  に区別される（大sinensis  に区別される（大sinensis

石 , 2004a）。もち病菌の培養は、1960年代に確立された。日本産のチャもち病菌は生育が大変遅く、

担子胞子を形成すると報告されていた（江塚，1955）。しかしながら、CBS（オランダ）および農業

生物資源研究所ジーンバンクに登録されている菌株は別種あるいは汚染菌であった。CBS株につ

いては、生化学的性状および分子生物学的特徴からもち病菌であることが否定されている（Boekhout 

et al., 1995; Fell et al., 1995）。筆者の分子生物学的調査により、ジーンバンク登録株も別種と判定

された（未発表）。 他方、チャ網もち病は、ツツジ科に寄生するもち病菌と同様に容易に培養できる。

チャもち病菌の培養は、江塚（1955）の発表以外に成功例がなかった。筆者は茨城県および静岡県

で採集された新鮮な材料で培養を試みた結果、ようやく従来培養が困難であったチャもち病菌の培

養方法を確立した。そこで、アッサム種と中国種に病原性を持つチャもち病菌の培養性状は明らか

にされていなかったため、従来形態学的にチャもち病菌と見なされてきた病原菌を分離培養し、培

養特性調査と遺伝子解析を行うことを2005年度のジーンバンク海外探索事業（台湾およびマレーシ

ア）の目的とした。台湾では中国種の栽培が主に行われているが、日月湖周辺のみでアッサム種の
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栽培が行われている。そこで、異なる宿主である中国種とアッサム種が栽培されている地域よりの

もち病菌の分離、またマレーシアではアッサム種の栽培のみが行われているので、アッサム種より

のもち病菌の分離が地域ごとの目的である。さらに系統について分離培養した菌株を用いてわが国

の菌株と比較する。これらの知見は、海外での抵抗性品種の選抜や育成などチャの生産性向上に貢

献できると考えられる。

2 ．探索概要

2－ 1．台湾

　2005年 4月25日から 5月10日の16日間にわたって、台湾・台北縣、宜蘭縣および南投縣のチャ

生産地帯合計16地域でもち病罹病植物体の探索・収集を行った（表 1、図 1）。収集した植物体は、

冷蔵した状態で宿舎に持ち帰り分離源とした。 

表 1．探索・収集日程

年 月 日 行　　　　程 行　動　内　容

H17.4.25 つくば→新東京国際空港→台北 Taipei 移動（空路）

4.26 台湾林業試驗所 Taiwan Forest Research Institute 収集準備

4.27 台北市南港 Nangang→台北縣石碇 Shrding→台北

縣木柵 Muja→台北

収集及び培養

4.28 宜蘭縣大同郷玉蘭 Ilang (Yilang)→三星郷三星

Sanshing→宜蘭縣福山 Fushan

収集

4.29 宜蘭縣福山植物園→冬山郷 Dungshan 収集及び培養

4.30 国立台湾大学 National Taiwan University 収集及び培養

5.1 台北縣陽明山 Yangmingshan→林口 Linkou→龜山

Gueishan

収集及び培養

5.2 南投縣魚池郷九族文化村 Formosan Aboriginal 

Culture Village (Nantou)→魚池郷 Yuchih→林試魚

池分場 Yuchih Branch, Tea Experiment Station

収集及び SEM試料と標本の作製

5.3 南投縣茶業改良場魚池分場→台大実驗林清水溝

營 林 區 Ching-shui-kou Tract, The Experimental 

Forest, National Taiwan University

収集及び培養
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5.4 台大実驗林清水溝營林區→渓頭森林遊楽區 Shitou 

Forest Amusement Park→草嶺 Caoling

収集及び SEM試料と標本の作製

5.5 草嶺→樟湖 Jhanghu→梅山 Meishan (Chiayi)→太和

Taihuo→奮起湖 Fen-chi-hu

収集及び SEM試料と標本の作製

5.6 奮起湖→阿里山郷楽野村 Leyecun Village, Alishan 

Township → (Chiayi)→阿里山 Alishan→台北

収集及び培養

5.7 国立台湾大学 培養と標本の作製

5.8 国立台湾大学 培養と標本の作製

5.9 国立台湾大学（澤田兼吉博士標本観察） 標本の分類及び同定

5.10 台北→つくば　　 移動（空路）

図 1. 台湾における探索収集地点
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2－ 2．マレーシア

　2006年 1月24日から 2月 9日の17日間にわたって、マレーシア・パハン州キャメロンハイランド、

ジョホール州クルアン、およびペラ州コタレンゴンのチャ生産地帯の合計 6地域でもち病罹病植物

体の探索・収集を行った（表 2、図 2）。収集した植物体は、冷蔵した状態で宿舎に持ち帰り分離

源とした。

表 2．探索・収集日程

年月日 行　　　程 行 動 内 容

H18.1.24 つくば→新東京国際空港→クアラルンプール 移動（空路）

1.25 マレーシア経済企画院マクロ経済局 許可証の受領

1.26 クアラルンプール→ペナン 移動（空路）

1.27 マレーシア科学大学 収集準備

1.28 ペナン→キャメロンハイランド 移動

1.29 農業研究所公園および茶園での採集 収集及び培養

1.30 茶園およびブリンチャン山での採集 収集及び培養

1.31 茶園およびジャスラ山での採集 収集及び培養

2.1 キャメロンハイランド→フレイザーヒル 収集及び培養

2.2 フレイザーヒル→クルアン茶園での採集→クアラカンサー 収集及び培養

2.3 クアラカンサー→コタレンゴン；茶園での採集→ジュライ山

での採集→ペナン
収集及び培養

2.4 マレーシア科学大学 培養及び標本の作製

2.5 マレーシア科学大学 培養及び標本の作製

2.6 マレーシア科学大学 培養及び標本の作製

2.7 ペナン→クアラルンプール 移動（空路）

2.8 マレーシア経済企画院マクロ経済局 許可証の返却，報告書

の提出

2.9 クアラルンプール→新東京国際空港→つくば 移動（空路）
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図 2 . マレーシアにおける探索収集地点

3．収集成果

1）チャもち病菌の分離・同定

　採集した新鮮な病斑から担子器、担子胞子および分生子を得て、光学顕微鏡で観察した。採集

した新鮮な試料からチャもち病菌の分離を試みた。台湾では 3種類の栄養物（ビオチン、パントテ

ン酸およびチアミン）をそれぞれ添加した酸性 Difcoツァペック寒天培地（以後培地 c1、培地 c2、

培地 c3と略称）を用いて、シャーレのふたに貼り付けた病斑から担子胞子を落下させ、病原菌を

発芽させた。マレーシアでは現地の都合で 3種類の栄養物（ビオチン、パントテン酸およびチアミ

ン）をそれぞれ添加した酸性 Difcoジャガイモブドウ糖寒天培地（以後、順に培地 1、培地 2、培

地 3と略称）を供試した。発芽様式を光学顕微鏡で確認し、単胞子分離した。担子胞子の発芽観察

は従来の方法で行った （Nagao et al., 2003a）。25℃で14日間以上培養した後、出現したコロニーを

保存した。

　分離したコロニーは、チャ以外のもち病菌はユニバーサルプライマー（ITS1Fおよび ITS4）を用

いて、PCR法で ITS1, 5SrDNA, ITS2領域を増幅し、約560 bpについてシークエンスを行った。また、

全ての菌株について、ユニバーサルプライマー（NL1および NL4）（White et al., 1990）を用いて、

PCR法で 28S rDNAを増幅し、約600 bpについてシークエンスを行った。

2） 結果

2－ 1．台湾

　 9箇所から標本56点を収集した。標本10点の担子胞子の大きさ（8-15 × 3-6 μｍ）は日本のチャ
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もち病菌と一致した（江塚・安藤， 1994）。形態は卵形から倒卵形で、一隔壁を有した。チャもち

病菌は中国種とハイブリッド種（中国種とアッサム種の交配種）の 2種類の宿主から採集すること

ができたが、もち病菌の形態には差異は見られなかった。 

　チャもち病菌担子胞子の発芽法は、発芽管によるものであった。供試したチャもち病菌担子胞子

の発芽結果は、試料および培地により異なった（表 3）。すべてのチャもち病菌は培地 2で生育し

た。台湾産チャもち病菌は栄養要求性があることが確かめられた。また台湾産チャもち病菌のうち、

中国種とハイブリッド種に寄生するそれぞれの菌は生理学的な分化が生じている可能性が考えられ

た。

　チャもち病菌の培養は、8菌株を得た。チャもち病菌は自家製ジャガイモブドウ糖寒天培地で生

育し、直径10ｍｍに達するのにおよそ14日以上かかった。菌叢は擬菌糸からなり、色は黄白色か

ら汚白色で、脆かった。コロニーの形態には 2種類の宿主の違い（var. sinensis とハイブリッド種）

は影響しなかった。

　台湾でツバキ科およびツツジ科に病原性を示すもち病菌５菌株の ITS領域および 28SrRNA領域

を用いて相同性検索を行った結果、日本産の種と98－100％の相同性を示した。今回の探索・収集

の結果、台湾産のもち病菌13培養菌株を農業生物資源ジーンバンク（MAFF）に登録した。標本は

農業環境技術研究所微生物標本館および國立台灣大學植物病理與微生物學系標本庫に収蔵した。培

養菌株より得た DNAデータは日本 DNAデータバンク（DDBJ）を通じてデータベースに登録した。

　台湾大学に保管されている澤田兼吉博士の採集標本を調査する機会を得て、チャもち病菌および

チャ網もち病菌の採集品24点を観察した。その結果、1910年代から1930年代にはチャもち病菌およ

びチャ網もち病菌が頻繁に採集されていたことがわかった。

2－ 2．マレーシア

　 5箇所から標本11点を収集した。標本10点の担子胞子の大きさ（（9.6）11.2-16 x 3.2-5.6 μｍ）

は日本のチャもち病菌と一致した（江塚・安藤 , 1994）。形態は卵形から倒卵形で、一隔膜を有した。

チャもち病菌はアッサム種の宿主から採集することができたが、もち病菌の形態は台湾産と日本産

と比べて差異は見られなかった。

　チャもち病菌担子胞子の発芽様式は、発芽管によるものであった。供試したチャもち病菌担子胞

子の発芽結果は、いずれの培地でも良好であった（表 3）。マレーシア産チャもち病菌には明確な

栄養要求性がみられなかった。また、マレーシア産チャもち病菌は日本産および台湾産のチャもち

病菌とは、担子胞子生育のための栄養要求性が異なった。

　マレーシア産チャもち病菌の分離・培養により 3菌株が得られた。チャもち病菌は自家製ジャガ

イモブドウ糖寒天培地で生育し、直径10ｍｍに達するのにおよそ14日以上かかった。菌叢は擬菌糸

からなり、色は汚白色から赤みのある白色で、脆かった。

　マレーシア産のチャもち病菌 3菌株の 28SrRNA領域を用いて相同性検索を行った結果、日本産

の種と98－100％の相同性を示した。今回の探索・収集の結果、マレーシア産のチャもち病菌 3培

養菌株を農業生物資源ジーンバンク（MAFF）に登録した。標本は農業環境技術研究所微生物標本
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館およびマレーシア森林研究所（FRIM）標本庫に収蔵した。培養菌株より得た DNAデータは日本

DNAデータバンク（DDBJ）を通じてデータベースに登録した。

4 ．所感

4－ 1．台湾

　台湾・台北縣、宜蘭縣および南投縣のチャ生産地帯合計16地域で探索を行い、 9箇所から標本

56点を収集した。台北縣では台北市の郊外に位置する茶畑が都市開発により消失しつつあった。茶

製品の付加価値を高めるために、無農薬栽培をしている茶園以外では本病を見つけることが困難で

あった。チャもち病菌の培養は、 8菌株を得た。台湾産チャもち病菌は栄養要求性があることが確

かめられた。また台湾産チャもち病菌のうち、アッサム種と中国種に寄生する菌は生理学的な分化

が生じている可能性が考えられた。台湾紅茶の原料となっているチャは、台湾で独自に中国種とアッ

サム種と交配して育成されたことが明らかになった。現在も多数の交配種を育成している。台湾大

学に保管されている澤田兼吉博士の採集標本を調査する機会を得て、チャもち病菌およびチャ網も

ち病菌の採集品24点を観察した。チャ網もち病は最近では観察例が無いとのことであった。また今

回の探索でも採集されなかった。

4－ 2．マレーシア

　マレーシア・パハン州キャメロンハイランド、ジョホール州クルアン、およびペラ州コタレンゴ

ンのチャ生産地帯で探索を行い、 5箇所から標本11点を収集した。パハン州キャメロンハイランド

は、雨季の末期であったにもかかわらず日没後は霧が立ち込める環境のため、チャに対するもち病

菌の感染と蔓延には好適であった。ジョホール州とペラ州はパハン州キャメロンハイランドのよう

な高原ではないため、気温の上昇が著しく、新鮮な病斑を十分に得ることができなかった。チャも

ち病菌の分離・培養により 3菌株を得た。マレーシア産チャもち病菌は明確な栄養要求性がみられ

なかった。また、マレーシア産チャもち病菌は日本産と台湾産のチャもち病菌とは担子胞子生育の

ための栄養要求性が異なった。もち病菌はアッサム種から生産される紅茶の重要病害であるので、

収集株が人工接種による耐病性品種の育成に貢献できることを願っている。チャ・アッサム種と中

国種は分布域や植物としての形態も異なるので、それらに寄生するチャもち病菌の ITS領域遺伝子

の解析は興味深い。また、中国種とアッサム種に病原性を持つチャもち病菌とツバキ科に病原性を

持つもち病菌との系統関係についても興味がもたれる。
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Summary

　We surveyed Exobasidium blister of tea at 16 locations in Taiwan and at 7 locations in Malaysia. We 

obtained 8 isolates of Exobasidium vexans  in Taiwan and 3 ones in Malaysia. There is difference in the Exobasidium vexans  in Taiwan and 3 ones in Malaysia. There is difference in the Exobasidium vexans

requirement of nutrient on Difco Czapeck medium for germination of basidiospores of Taiwan isolates. 

Malaysia isolates are different from those collected in Japan and Taiwan in the requirement of nutrient 

for germination of basidiospores. Isolates of E. vexans collected were examined in ITS and/or 28SrRNA 

regions for homology search. These isolates showed 98-100％ homology with Japanese isolates. Sixteen 

isolates of Exobasidium  spp. collected in Taiwan and Malaysia were deposited first time in Genebank by Exobasidium  spp. collected in Taiwan and Malaysia were deposited first time in Genebank by Exobasidium

this exploration. 
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標本番号
NIAES

菌株番号
MAFF

採集年月日 採　集　地 宿主植物
発芽試験結果１）,2)

形態による同定結果
データベース登録番号

培地 1 培地２ 培地３ ITS 28SrDNA

1461004 239976 2005年 4月27日 台湾　台北縣石碇 C. sinensis  var. sinensis ＋ ＋ － E. vexans AB262783

1461005 239977 4月27日 台北縣木柵
R. ×pulchlum
R. ×mucronatum

* * * Exobasidium  sp.Exobasidium  sp.Exobasidium AB262797 AB262782

1461006 239978 4月27日 台北縣木柵 C. tenuifolia * * * E. camelliae-oleiferae AB262798 AB262794

1461008 239979 4月28日 宜蘭縣玉蘭 C. sinensis  var. sinensis ＋ ＋ － E. vexans AB262784

1461009 239980 4月28日 宜蘭縣玉蘭 C. sinensis  var. sinensis ＋ ＋ － E. vexans AB262785

1461011 239981 4月28日 宜蘭縣三星 C. sinensis  var. sinensis － ＋ － E. vexans AB262786

1461014 239982 4月29日 福山植物園
R. rubropilosum var.R. rubropilosum var.R. rubropilosum
rubropilosum

* * * Exobasidium  sp.Exobasidium  sp.Exobasidium AB262799 AB262795

1461015 239983 4月29日 福山植物園 R. simsii * * * Exobasidium  sp.Exobasidium  sp.Exobasidium AB262800 AB262796

1461024 239984 5月 1日 台北縣陽明山 R. oldhamii * * * E. formosanum AB262801 AB264780

1461027 239985 5月 2日 南投縣魚池 C. sinensis ＋ ＋ － E. vexans AB262787

1461032 239986 5月 3日 南投縣茶業改良場魚池分場 C. sinensis ＋ ＋ － E. vexans AB262788

1461039 239987 5月 4日 台大実驗林清水溝營林區 C. sinensis  var. sinensis ？ ？ ？ E. vexans AB262789

1461048 239988 5月 4日 台大実驗林清水溝營林區 C. sinensis * + * E. vexans AB262790

1461056 - 2006年 1月28日
マレーシア　キャメロン
ハイランド（パハン州）

C.sinensis (L.)O.KuntzeC.sinensis (L.)O.KuntzeC.sinensis
var. assamica（Mast.）Kitam. assamica（Mast.）Kitam. assamica

＋ ＋ ＋ E. vexans

1461057 - 1月28日 キャメロンハイランド（パハン州）C. sinensis  var. assamica ＋ ＋ ＋ E. vexans

1461058 - 1月28日 キャメロンハイランド（パハン州）C. sinensis  var. assamica ＋ ＋ ＋ E. vexans

1461059 239989 1月28日 キャメロンハイランド（パハン州）C. sinensis  var. assamica ＋ ＋ ＋ E. vexans AB262791

1461060 - 1月29日 キャメロンハイランド（パハン州）C. sinensis  var. assamica ＋ ＋ ＋ E. vexans

1461070 239990 1月30日 キャメロンハイランド（パハン州）C. sinensis  var. assamica ＋ ＋ ＋ E. vexans AB262792

1461071 - 1月30日 キャメロンハイランド（パハン州）C. sinensis  var. assamica ＋ ＋ ＋ E. vexans

1461072 - 1月30日 キャメロンハイランド（パハン州）C. sinensis  var. assamica ＋ ＋ ＋ E. vexans

1461073 239991 1月30日 キャメロンハイランド（パハン州）C. sinensis  var. assamica ＋ ＋ ＋ E. vexans AB262793

1461074 - 2月 1日 キャメロンハイランド（パハン州）C. sinensis  var. assamica ＋ ＋ ＋ E. vexans

1461075 - 2月 3日 コタレンゴン（ペラ州） C. sinensis  var. assamica ＋ ＋ ＋ E. vexans

表 3．分離菌株一覧

１）＋：発芽、　－：未発芽、　＊：試験せず、　？：汚染により不明

２）培地１－ビオチン添加，培地２－パントテン酸添加，培地３－チアミン添加

http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239976
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239977
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239978
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239979
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239980
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239981
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239982
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239983
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239984
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239985
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239986
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239987
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239988
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239989
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239990
http://www.gene.affrc.go.jp/databases-micro_search_detail.php?maff=239991
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微生物海外探索収集の手引き
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Hideyuki   NAGAO

農業生物資源研究所・ジーンバンク　元特別研究員

Genebank, National Institute of Agrobiological Sciences
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1 ． 探索収集の流れ

　生物の多様性に関する条約は2006年11月の時点で189カ国・地域により締約されている（生物多

様性条約事務局発表2006年11月現在）。本条約の目的は、地球上の多様な生物とその生息環境を

ともに保全、生物資源を持続可能なかたちで利用、遺伝資源の利用から生ずる利益の公正かつ

衡平な分配である。特に1996年の第 3回締約国会議から遺伝資源へのアクセスおよび知的所有権に

関する議論が高まっている。「原住民の知識」および「地域社会の知識」の保護ならびに知的所有

権化の主張もある。本条約の締約国の一覧を知るには、環境省のホームページより生物多様性条約

事務局発表に基づくデータをダウンロードすることで達成できる。これらのことを念頭に海外探索

に当たっては、カウンターパートと Memorandum of Understanding （MOU）の締結などの打ち合わ

せだけでなく、相手国の国内法や措置について管轄官庁との打ち合わせが重要である。そのため事

業年度内に探索を行う為には、あらかじめ現地機関からの認可を取り付ける必要がある。全体の流

れは以下のとおりである。

　［計画立案］　→　［探索チームの結成］ 　→　［現地との連絡］　→　［MOUの締結など］

　→　［公文での便宜供与依頼］　→　［生物の多様性に関する条約担当の現地機関との交渉］

　→　［ビザの取得］　→　［出発準備］　→　［出発］　→ ［到着・入国管理局への申請等］ 　　

　→　［カウンターパート・現地機関との打ち合わせ］　→　［探索］ →　［収集品の整理］　

　→　［菌株の寄託］　→　［標本の寄託］　→　［カウンターパート・現地機関との総括・討議］　

　→　［生物の多様性に関する条約担当の現地機関への報告］　→　［帰国］ →　［帰国報告］　

　→　［ジーンバンクへの菌株の寄託等］　→　［報告書公表］　 

2 ． 計画立案

　探索計画は、目的とする遺伝資源の種類が何であり、誰が、いつ、どのようにして、どこで、調

査を行うかを決定することである。

　 対象遺伝資源

　①採集の目的

　　　ジーンバンクでの遺伝資源の探索は未知の微生物を探索するという学術的な探索とは異な

り、人間の生活や産業に深くかかわる植物病原菌、発酵微生物や食用きのこの収集という具体

的な目標がある。

　②事前調査

　　　生物多様性条約に沿った公式な手続きを経る前に、現地での協力が得られるかという点が重

要になる。そのため、まず現地の公的な研究機関や研究室へ連絡し、探索収集活動への協力が

可能であるかを問い合わせる。このような連絡事項は電子メールによるやり取りで特に問題な

く行える。また探索にかかわる費用に関して、ことに人件費や資材にかかわる経費は当初から

十分に確認を取り、行き違いの無いよう努める。

　③採集の対象・規模

　　　微生物の探索では新鮮な材料よりすみやかに微生物を分離することが求められるので、採集
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現場へのアクセスの難易により採集の規模や調査範囲を十分検討する必要がある。天候や交通

事情は予測が不可能なので、土砂崩れなどにより徒歩で現地まで向かわなければならないこと

や調査車両の故障も考慮しておかなければならない。そのため広範囲に多数の資料を収集して

も貴重な採集試料が分離できないような無理な計画より、遺伝的に多様性のある資料を確実に

収集できる柔軟性のある計画が重要である。また、微生物の輸入には植物防疫所の事前申請が

必要となるので、輸入する菌株の最終的な本数をあらかじめ決定しておかなければならない（以

下、植物防疫所との対応は空路により成田空港に帰国することを前提として記述）。

　調査地と日程の選定

　植物病原菌、発酵微生物や食用きのこなど収集対象に関する文献調査あるいは事前調査から、

調査候補地を挙げる。日程の選定には現地からの情報が欠かせない。特に近年は地球規模の気象

変動の影響で、雨季や乾季の時期が従来とは異なる傾向にあるようなので、最新の情報を考慮し

て計画を立てる。文献上、過去に採集記録がある地域でも、近年の経済発展で自然環境や営農地

が大きく改変されてしまっていることもしばしば起きている。　　

　わが国とは異なる文化圏に足を踏み入れるので、祝祭日などの重要行事と探索日程が重なら

ないように現地との連絡を取って選定する。イスラム教徒が主要な宗教となっている国ではラマ

ダーンと呼ばれる断食の行事がイスラム暦 9月にほぼ 1ヶ月にわたって行われるので、特に注意

が必要である。外見上は普通の生活だが、日中は水さえも飲むことが禁じられているので、野外

での採集に同行する運転手、通訳、助手やガイドなどの現地の方々には身体的にも精神的にもか

なりの負担を強いる。長期の行動を共にする隊として円滑な運営をするためにも、あえてこの時

期に日程を組まないことを勧める。また、ラマダーン開始の決定は直前に下されるので、イスラ

ム暦９月の前後に探索が予定されている場合は日程変更の可能性を心に留めておくほうがよいで

あろう。中華文化圏では同様に陰暦に基づく旧正月が１週間程度の休暇となり、日本と同様に帰

省客で交通機関が非常に混雑する。調査相手国内での宿泊や移動に思わぬ支障が出ることもある。

　ルートの選定と地図の入手

　市販の地図の入手はインターネットにより手軽に購入できる。使い勝手を考えると中身を比べ

てみたいところだが、海外の地図は現地でも出版社が限られているので選択の余地がない場合が

多い。およそ 1/1,000,000のものが出版されていると考えればよい。アジアでは Periplus Editions

のものはマップメジャーで測定してもかなり正確な道路地図が描かれていた。Nelles Verlag 

GmbHのものはアジア以外の国の地図も豊富に揃っている。それ以上の詳細な地図は軍事上の制

約で市販されていないことが多い。近年はエコツーリズムが浸透しているので、農村地帯でも観

光案内地図に組み込まれていることもある。現地の観光案内所などで販売している地図も地名の

把握などに役立つ。

　精密な日程を立てるより現地の状況に応じた臨機応変なルートの変更を念頭に、主要な地点を

選定する程度にルートを設定する。
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　探索チームの結成

　①メンバー構成

　　　微生物の探索収集にだけ焦点を当てて考えた場合、探索対象となる微生物が発見しにくい場

合は、広い範囲を大人数で探すことに意義がある。逆にサンプリングに注意が必要で 1箇所に

おいて収集する量より精度が必要な場合は専門家が少人数いれば事足りることになる。このよ

うに探索対象を考慮したメンバー構成が必要である。筆者のこれまでの経験からは、専門が異

なる種類の遺伝資源を収集する場合必ずしも採集にかける時間が同じではないため、同一の日

程で行程をこなすのが困難になりがちであった。 3名以上のチームの場合は、数回の準備会と

役割分担など事前の作業を行うことが大事である。

　②装備

　　　基本的には国内での採集活動で使用している装備と同じである。筆者の経験からは服装は洗

濯してすぐ乾きやすいものがよいが、微生物の分離培養以外の試料調製を探索活動中に行う場

合、作業は深夜までおよび洗濯物を扱える時間はなかった。そのためサービスの完備したホテ

ルに宿泊し、ランドリーサービスを利用した。靴は軽登山靴よりひざまでの長靴（所謂ワーク

ブーツ）は行動範囲が広がると思われる。特に靴底に金属のスパイクが付いていると渓流など

の淡水藻類が付着している環境での歩行にも便利である。場所によっては吸血性の有害動物が

多く調査に集中できにくいので、シャツの上から防虫スプレーや忌避スプレーを施すのも効果

的である。ヒルの被害はなかなか防げないが、市販の忌避スプレーを施しておくと足元から上

がってくる確率が下がるようである。医薬品も国内での採集活動に準じる。

　　　採集地が車や交通機関を使って当日あるいは数日内に屋根のある宿舎に往復できない場合、

野外でテントに宿泊する場合も考えられる。この場合、探索の最大の目的である微生物の培養

を野営地で行うか否かという判断が必要である。分離作業のためのテントも確保することを念

頭に、食料および次の項に記した用具一式を運搬するための人員の配置など十分な計画を立て

なければならない。筆者の経験から、このような隊では食事や調理用のタープ、トイレ用テン

トを用意し、生活をサポートしてくれるガイドやシェルパを雇わないと探索活動に充てられる

時間が確保できなくなる。また、屋根のある宿舎でもベッドには生活害虫の危険があるので市

販の動物用衛生害虫駆除剤をまいて、シュラフにくるまったこともあったので、場所によって

はシュラフを持参することも有用である。

　 用具

　専門家ごとに調査に必要となる用具には様々な工夫があると思われるので、ここでは筆者の１

例を示したに過ぎない（下線が施されているものは現地で調達も可能）（図 1）。

　①採集用品

　　　採集記録野帳、筆記具（鉛筆、油性マジックペン）、採集番号シール（井内盛栄堂･ NR1-7）、

採集用紙（採集袋）、ナイフ、ルーペ、コンパス、高度計（フィールド・シスコム II・エンペッ

クス気象計株式会社）、剪定ばさみ、収集品を入れる袋、デジタルカメラ、写真用スケールシー
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ル、地図、ヘッドランプ付き懐中電灯

　　　現地調達はあくまでも応急措置とし、基本的には使い慣れたものを持っていくほうが調査に

振り向けられる時間を浪費することがない。懐中電灯は林内など鬱蒼とした環境で判然としな

い採集品を探索･観察するのに役立つこともある。

　②調査用具

　　　ノートパソコン、電子辞書、培養用具一式、使い捨てライター、アルコールランプ、消毒・

滅菌用エタノール、プレパラート作製用具一式、古新聞紙、試料固定液、小型チューブ（0.5ml

程度）、ピンセット、はさみ、かみそり、小型のチャックつきポリ袋、マップメジャー（デジ

タルメジャー 13090・東京磁石工業株式会社）、予備の燃料用アルコール、予備の筆記具（鉛筆、

油性マジックペン）　

　　　電子辞書はちょっと知りたい事柄を確認、または質問するときだけでなく、医者に英語で症

状を説明するときなど馴染みのない語句の検索に役立つ。小型のチャックつきポリ袋は固定し

た試料チューブの保管や植物同定のための果実の保存など何か分けてとっておきたいものに使

える。マップメジャーは正確な距離を算出できるため、現地での慌しい日程調整に役立つ。ア

ルコールランプの燃料用アルコールは飛行機では携行できないので、現地で入手する。

3 ． 現地との連絡

　事前調査で合意が得られた後、現地のカウンターパートと調査地や日程について連絡を十分取り、

探索収集活動への協力を電子メールで確認する。また探索にかかわる費用に関してもスケジュール

と付き合わせながら、行き違いの無いよう確認する。

図 1．採集用品の例 . a.写真用スケールシール（30mm）， b.採集番号シール（Nos. 1-999），
　　　c.採集記録野帳，d.筆記用具（Pegg）， e.地図， f.マップメジャー， g.デジタル高度計
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4 ．MOUなどの締結

　例に挙げたような項目を盛り込んだ MOU（案）、Workplan Proposal（案）および MTA（案）を

カウンターパートに送り、合意が得られる文案を決定する。最終文案を 2部作り双方の研究機関長

が署名し、それぞれを交換して保持する。付録 1－ 3に MOU、Workplan Proposalおよび MTA文

案例を載せた。

5 ． 公文での便宜供与依頼

　MOUの締結などが終わり次第、ジーンバンクの担当部署に公文での便宜供与を依頼する。

6 ．生物の多様性に関する条約担当の現地機関との交渉

　相手国の国内法に準拠した申請方法に沿い、探索の認可を得る。認可の採否についての連絡はか

なり時間を要することもあるので、探索時期や期間から逆算して計画を立てることも必要になる。2）

7 ． ビザの取得

　相手国により異なるが、通常の旅行ではないので在日公館にビザの申請が必要になるケースがあ

る。長期にわたる探索の場合は必ず長期滞在ビザが要求されるので、在外公館のホームページなど

で長期ビザ取得方法を確認することが必要。この場合多数の書類が必要になるので、書類を取り揃

える時間も考慮しておく。

8 ． 出発準備（重要度の高い順に記述）

　①　ジーンバンクの担当職員を通して横浜植物防疫所成田支所に探索収集により持ち帰る輸入禁

止菌株の輸入申請を行う。この許可は大臣決済なので出発の 2ヶ月くらい前には申請を行い、

輸入禁止品の許可書（イエロータッグ）を受け取るようにする。再発効などが難しい重要な書

類であり、また貴重な採集品を輸入する為にはなくてはならない書類なので、現地に送付して

もらうのではなく確実に持参して出国するべきである。

　②　現地活動費は大金であり、盗難のリスクを回避する為にもトラベラーズチェックへ支払いの

大半は換金したほうが無難である。但し，国によっては 1銀行での換金額に上限を設けている

こともあるので、支払日が出発直前になると一度に換金することが困難になる可能性もあるの

で、換金の時期は余裕を持って行うことが望ましい。

　③　海外旅行のガイドブックなどにあるようにパスポートの再発効には必ず本人の顔写真が必要

となる。これ以外にも現地での申請書類に本人の顔写真が必要になることが多いので、10枚程

度の予備を用意しておくとよい。現地でもパスポートサイズの写真をとることができる場合も

あるが、必要な場合に必ずそのような施設が近所に整っているとは限らない。

　④　携帯電話の整備は思ったよりも進んでいるようで、アジアにおいては山中での連絡にもほと

んどトラブルがない（台湾・マレーシア）。いくつかのグループに分かれて採集する場合や森

林内で視界の限られている場合には携帯電話を使ってたやすく連絡が取れるので、有用である。
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携帯電話の普及率はかなり高いので、現地での日常の連絡には欠かせない道具となっている。

但し衛星携帯はインフラがあまり整っていない場合にのみ有効で、屋内で使えないこと、電波

の送受信が遅いことや障害物の影響を受けやすいなど実用性はやや劣る。日本との連絡方法が

頻繁に必要である場合は、携帯電話よりもコンピューターに装着できるデータ通信を装備した

ほうが情報の交換には優れている。ホテルや研究機関のインターネットでは日本語の送信がほ

とんど不可能なので、筆者も持ち込んだコンピューターより日本語の添付ファイルを作成し、

USB経由でメールとともに送信することになる。

　⑤　現地調査に当たっては、社会的、人種的、宗教的観点から地域の特徴を調べ、わが国との違

いのある慣習などの注意点を事前にチェックしておく。探索は観光旅行ではないので、外国人

との接触がない地域に足を踏み入れることが多い。現地の人の生活を乱さぬように相手の文化

的背景や社会的状況をよく把握し、慎重に行動する。

9 ．出発

　①　 ジーンバンクの担当職員を通して横浜植物防疫所成田支所に探索収集の出発日と帰国日（便

名）をあらかじめ連絡してもらう。緊急連絡シート（図 2）を関係部署に配布する。

　②　調査に使用する用具には機内持ち込みが制限されているナイフなどが含まれているときは十

分気をつけて、スーツケースに移す。パソコンやデジタルカメラは機内持ち込み手荷物で持ち

込めるが、空港によってはパソコンとバッテリーを別に取り出して検査にかけられることもあ

る。軽登山靴などの金具がボディチェックに引っかかることがあるので、用意されているサン

ダルに履き替える（あるいは靴を脱ぐ）ほうがよい。

10. 到着・入国管理局への申請等

　短期ビザにより入国し、入国管理局での申請により長期ビザが発給される場合や在日公館で長期

ビザが発給される場合など、相手国により対応が変わるので、事前に情報収集が重要である。入国

後に長期ビザが発行される場合、探索活動は当然ビザ発給後となるので、日程に事務手続きに要す

る期間を含めておく必要がある。

海外探索緊急連絡情報
探索隊員一覧
１．氏名　　　Name　　　 所属機関名　　　　　　　　　（電話 81-xx-xxx-xxxx）
　　　　　　　現地携帯電話番号
　　　　　　　自宅　郵便番号　住所　　　　　　　　　　（電話 81-xx-xxx-xxxx）
　　　　　　　　　　　　　　　
探索日程（詳細は別紙）
　　　　　年　月　　 日（曜日）～　　　　年　　月　　　日（曜日）
　　　　（成田発　時間・便名）　　　　　（現地着　時間・便名）
　　　　（現地発　時間・便名）　　　　　（成田着　時間・便名）

現地連絡先
　（カウンターパート機関名）
　（住所）
Phone　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX
e-mail

図 2 . 緊急連絡シート
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11. カウンターパート・現地機関との打ち合わせ

　現地のカウンターパートと先に取り決めたスケジュールを確認する。環境も人の動きも流動的な

ものであるから、状況の変化に応じたスケジュールの変更に対応する。また探索にかかわる費用に

関してもトラベラーズチェックからの換金のことを念頭にスケジュールと付き合わせながら、行き

違いの無いよう確認する。

12. 探索

　①サンプリング

　　　「植物遺伝資源探索収集の手引き」（1987）1）には「採集の場 -現場①野生種の自生地②農家

圃場③市場や露店④研究機関 ｣が列挙されている。微生物探索の対象である植物病原微生物、

発酵微生物や食用きのこの場合にもこのような現場から探索収集されるが、④研究機関での収

集は「保存材料を分譲してもらうこと ---（中略）---新しい遺伝資源が増加するわけではな

いので、これは採集あるいは探索収集とは言わない。」と否定されている。当然、研究機関保

存菌株の分譲は探索収集には当てはまらない。しかし研究機関圃場では無農薬環境下で多数の

品種が栽培されているので、植物病原微生物の採集には好適である。また植物とは異なり、研

究機関圃場では植物病原微生物を「保存材料」として集めているわけではないので、微生物の

場合は生の植物から分離培養する場合に限りこの箴言は適用されない。

　②サンプリングのサイズ

　　　植物病原微生物、発酵微生物や食用きのこなど収集対象に関する文献調査あるいは事前調査

から決定された調査候補地での発生状況によって臨機応変に変える。植物病原微生物の場合、

地理的に同じ環境でも微気象や品種により発生の程度が異なることが多いので、発生が観察さ

れたところから採集を始める。だたし、培養することが目的なので、古びた病斑か新鮮な病斑

かを十分見分けて採集する。採集数は培養などの一連の作業に応じた数を決める。培養は必ず

うまくいくとは限らないのでできるだけ新鮮な材料の確保に努める。「植物遺伝資源探索収集

の手引き」（1987）には③ランダム採集④ノンランダム採集が紹介されているが、微生物の場

合は肉眼的に現場で識別できる形質が少ない。何らかの変異が期待できる場合は、各採集地点

の地理的条件、品種、植物の生育状況などの情報を確実に記録することが重要で、最終的な解

析のポイントになる可能性がある。

　③探索行動のガイドライン

　　　基本的には国内での採集活動と同じである。水、昼食の弁当と非常食を用意して行動する。

水は市販のミネラルウオーターを購入、ない場合は一度沸かした水を水筒につめるなど工夫す

る。相手国によっては A型肝炎が多く、きれいに見える水でも上流域に動物が飼育されてい

る場合もあるので注意が必要である。

　④現地での作業

　　　専門家ごとに調査に必要となる用具は異なるが、筆者の場合は微生物の分離培養、形態観察

のためのプレパラート作成、電子顕微鏡観察のための試料固定および寄生している植物の乾燥
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標本作成というセットで作業を行っている（図 3）。個別の事例については最新の研究方法を

末尾に紹介した。3）－ 16）

　微生物の分離培養は最も慎重を期したいもので、最善の条件は大学や試験場のクリーンベンチ

を利用できる場合である。ほとんどの場合これは難しいので、宿舎で分離することになるが、筆者

の経験からはできるだけきれいなホテルに泊まることで雑菌混入の割合も低くなる。作業する前に

テーブルなどをアルコールで拭いただけですでに雑菌混入の危険度が推測できる。テーブルにほこ

りが多いホテルは壁や室内のほこりも多い傾向がある。設備の充実したホテルは照明が明るく分離

作業もやりやすくなる。またノートパソコン、携帯電話やデジタルカメラの充電も欠かせないので、

電気コンセントが多いことも翌日の活動の助けとなる。

　ノートパソコンはデジタルカメラのデータを現地で整理、保存するためにも大いに役立つ。筆者

はデジタルカメラのボイスレコーダーを使い、その採集現場で写真の採集番号、地名、その他を録

音した。足場の悪いところや時間が取れないところでは筆記せず、あとで録音を再生しデータを野

帳に記録した。収集品の整理と記録は毎日欠かせない作業である。前述の「手引き」にもあるよう

に、日誌をつけることで 1日の行動を整理することができる。また日誌にメモや気が付いた事を書

き込んでおくことで、多忙な探索･収集生活の中でも連絡事項の紛失や失念を防げる。

図 3 . 現地での作業内容例 . a. 電顕試料固定 , b. プレパラート作成 , c. 分離培養 
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13. 収集品の整理

　前述の「手引き」１）にもあるように、採集した収集品の詳細なデータがなければ、せっかくの

培養菌株と標本も価値が失われてしまう。採集現場で整理したパソコンのデータや野帳に基づき、

収集報告書の収集品リストの原稿となる「現地調査データ一覧表」を順次補完する。筆者の場合、

プレパラートの観察結果なども書き込んだ。

　①菌株の寄託

　　　MOUに基づき、探索で収集された培養菌株と標本は日本側と相手国にそれぞれサブカル

チャーを分ける。相手国によっては国内法で複数の機関への寄託が義務付けられる。

　②標本の寄託

　　　標本はデータを書き込んで早めに整理する。相手国によっては国内法で複数の機関への寄託

が義務付けられる。標本ポケットの例を付録４に載せた。

　③カウンターパート・現地機関との総括・討議　

　　　生物の多様性に関する条約担当の現地機関への研究レポートの提出や標本の寄託受付書類の

提出を求められることもあるので、カウンターパートとの総括及び討議で書面の作成とその内

容を確認する。

14. 生物の多様性に関する条約担当の現地機関への報告

　相手国のプロトコールに従い、探索の報告を行う。

15. 帰国

　帰国に際し配布される健康に関する自己申告書［黄色い配布物］に所要事項を書き込み、必ず係

官に渡す。特にアフリカや中南米に長期滞在した場合は自分の健康状態をよく確認し、予想外の法

定伝染病を持ち込まないように注意する。

　帰国審査が終了したら、預けた荷物の確保と植物防疫所のカウンターでの検査を申請する。事前

に（⑨ 1.参照のこと）連絡してある予定どおりに帰国すれば、検査官が書面を準備して待機して

いるので、所属と名前を告げれば検査を実施してもらえる。梱包開封後、申請菌株数との異同など

の検査が終了すると、輸入許可の書類が配布される。これをジーンバンク担当職員に渡し、輸入禁

止菌株の到着手続きをとってもらう。別送の場合は成田支所より到着の案内が通知されるので、連

絡を受け次第受け取りに行く。

　現地でのトラブルなどにより申請した微生物を持ち帰ることができない場合は、その旨をカウン

ターで報告し、期限内であれば配布されたイエロータグを持ち帰る。ジーンバンク担当職員などと

相談の上、その後の対応を検討する。

微生物が確実に死滅した乾燥標本等の国内持ち込みには、植物防疫所の検査は必要ないが、宿主植

物によっては税関の検査を要する場合があるので気を付ける。
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16. 帰国報告

　帰国後の報告は関係部局からの指示に従って行う。相手国の関係者にすぐに礼状を出すことを忘

れないようにする。これは探索に協力していただいた相手への感謝の気持ちを表すものであり、ま

た今後の情報交換に重要なステップである。

17. 報告書公表

　①　探索によって得られた菌株をジーンバンクへ寄託し、登録する（MAFF番号取得）。乾燥標

本は農業環境技術研究所インベントリーセンター微生物標本館に寄託する。この MAFF番号

を掲載した研究報告書の原稿は②に述べる様式に従って、農業生物資源研究所ジーンバンク長

宛に提出しなければならない。この研究報告書は、探索ミッションに従事した担当者の名で、「微

生物遺伝資源探索導入調査報告書」として公表される。

　②　研究報告書の様式

　　報告書の内容は、下記の項目について、本文 4000字をめどに作成すること。

　　ａ．課題名（原則として評議員会で決定したもの）

　　ｂ．担当者氏名・所属試験研究機関名

　　ｃ．滞在期間・日程および主要調査地域

　　ｄ．目的

　　ｅ．経過

　　ｆ．実施内容と成果

　　ｇ．今後の調査を行うに当たって参考となる事項

　　ｈ．所感、反省など

　　ｉ．収集材料の受け渡し計画等

　　　なお、これ以外に、以下の表および図を添付すること。

　　ａ．日程表（様式 -１に基づき作成すること）

　　ｂ．収集品リスト

　　ｃ．探索行動図（１枚でまとめること。そのまま写真製版するので、丁寧に仕上げ、原図を添

付すること）

　　ｄ．研究協力機関等（機関名、担当部課、連絡先住所をローマ字など適当な言語で記載する）

　なお、研究報告書のタイトルはジーンバンク事業評価委員会で決定した課題名を用い、その

他の項目についてはこれまでの同報告書を参考にすること。
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付録 1

Memorandum of Understanding

（hereinafter referred to as MOU） 

（Draft）

Topic: （Title of study）

National Institute of Agrobiological Sciences Japan （hereinafter referred to as NIAS）

（Name of institution of counterpart）

（Name of country） 

（hereinafter referred to as （Abbreviation of institution））
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Memorandum of Understanding （hereinafter referred to as MOU） 

（Draft）

Topic:（Title of study）

Objectives:

Background:

Framework of this Understanding:

　　　　　The terms of this MOU are subject to revision so that the MOU complies with the norms that 

were established by the Convention on Biological Diversity.

Workplan:

　　　　　Specific work plans will be developed for each microorganism where there is mutual interest in 

collaboration.

Benefit sharing:

1．NIAS and （Institution of counterpart） agree to respect and follow the laws and regulations of each 

country.

2．The collected specimens and isolated strains in （Country of counterpart） shall be the property of 

both NIAS and （Institution of counterpart） and shall be equally shared. After clarifying the laws and 

regulations for conservation of microorganisms and genetic resources in （Country of counterpart）， 

collected specimens will be shared in half and isolated strains will be multiplied and shared in half 

between （Institution of counterpart） and Genebank， NIAS. 

3．The samples， which will be transported to Genebank of NIAS， will be studied only for scientific 

purposes and not to be used for any commercial purposes. Results of this study will be reported in 

joint publications.

4．From Genebank， NIAS， strains will only be distributed to a third party on request， only for research 

purposes with the written approval and consent of （Institution of counterpart）.

5．NIAS will seek ways to promote collaboration with （Institution of counterpart） with the aim of 

enhancing conservation of genetic resources.

Budget:

　　The necessary budget to conduct this study should be borne by NIAS， Japan.

Termination:

Either side may terminate this MOU by informing the counterpart leader in writing six months in advance.

Project leaders:

Japan:（Name）

　　　Director， Genebank

　　　NIAS

　　　Kannondai 2-1-2， Tsukuba， Ibaraki 305-8602

　　　Japan

(Name of country):

　　　（Name）

　　　（Post of institution of counterpart）

　　　（Address of institution）

　　　（Country of counterpart）
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Signed by:

　　（Name）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Name）

　　 Director， Genebank　　　　　　　　　　　　　　　 （Post of institution of counterpart）

　　 NIAS， Japan 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Address of institution）

　　 Date:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Date: 

Witnessed by:

　　（Name of Japanese counterpart）　　　　　　　　　　　（Name of counterpart）

　　 Date:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Date: 
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付録 2

Workplan Proposal

（Draft）

Title:（Title of study）

National Institute of Agrobiological Sciences （NIAS）

Japan

（Name of institution of counterpart）

（Abbreviation of institution）

 （Name of country） 
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Workplan Proposal （Draft）

Title: （Title of study）

1．Principal organization

　　　（Name of head of institution of counterpart）

　　　（Post of institution of counterpart）

　　　（Address of institution）

　　　（Name of country） 

2．Counterpart organizations

　　　（Name）

　　　President

　　　National Institute of Agrobiological Sciences （NIAS）

　　　Kannondai 2-1-2， Tsukuba， Ibaraki 305-8602， Japan

3．Responsibility for the work plan proposal

　　　（Name）

　　　Director， Genebank

　　　NIAS， Tsukuba， Japan

4．Background:

5．Objectives

6．Brief description for the proposed work plan

　 1．The Genebank of NIAS will send （Name of counterpart）， Genebank， National Institute of 

Agrobiological Sciences， to （Country of counterpart） in （Execution date） or other dates agreed by 

both sides to conduct collaborative field studies and collection of （Name of microorganism）. This 

task will be carried out with researchers of （Name of institution of counterpart）.

　 2．Isolation of strains and characterization of （Name of microorganism）.

　 3．Collected specimens will be shared in half and isolated strains will be multiplied and shared in half 

between （Name of institution of counterpart） and Genebank， NIAS.

7．Guidelines for materials collected and information

　　（Name of microorganism） specimens collected through the exploration will be shared in half between 

（Name of institution of counterpart） and Genebank， NIAS， and will be preserved and studied both in 

（Name of institution of counterpart） and Genebank， NIAS. After clarifying laws and regulations for 

conservation of microorganisms and  genetic resources in （Country of counterpart）， isolated strains will 

be multiplied and shared in half between （Name of institution of counterpart） and Genebank of NIAS. The 

samples， which will be transported to Genebank of NIAS， will be studied only for scientific purposes and 

not to be used for any commercial purposes. Results of studies will be reported in joint publications.

8 . Budget

　　The expenditure needed for the exploration will be provided to the mission by NIAS. 
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Signed by:

　　（Name）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Name）

　　 Director， Genebank　　　　　　　　　　　　　　　（Post of institution of counterpart）

　　 NIAS， Japan　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Address of institution）

　　 Date:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Date: 

Witnessed by:

　　（Name of Japanese counterpart）　　　　　　　　　　　（Name of counterpart）

　　 Date:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Date:
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付録 3

Material Transfer Agreement

This Memorandum of Understanding （MOU）， entered into XX day of XX， YEAR is by and between 

National Institute of Agrobiological Sciences （hereinafter referred to as NIAS） having offices at Kannondai 

2-1-2， Tsukuba， Ibaraki 305-8602， Japan， and （Institution of counterpart）， （Post of Institution of 

counterpart）， （Address and country of counterpart）． In conducting collaboration between the NIAS and 

（Institution of counterpart）， a joint research entitled “（Title of study）” will be carried out by a joint 

team comprising scientists from both parties headed by （Name of Japanese counterpart）， （Genebank， 

NIAS， Japan） and （Name of counterpart）. A set of the collected materials （hereinafter referred to as 

Materials） during this study in （Country of counterpart） will be deposited in （Institution of counterpart）

and another set will be transported to NIAS. NIAS therefore agrees to abide all conditions as stipulated 

below:

1．The Materials will be used for research purpose only.

2．The Materials will be duplicated and be conserved in Japan and （Institution of counterpart）．

3．NIAS and （Institution of counterpart） will share the information resulted from the research on the 

Materials.

4．The Materials are to be used by NIAS personnel or under their supervision or control for any 

research and development purposes. NIAS may transfer the Materials to a third party， which is 

controlled by or contracted by NIAS for purposes permitted herein. However， it is deemed necessary 

for NIAS to acknowledge， inform and get written approval or consent of （Institution of counterpart）

beforehand as the source of the Materials.

5．The recipient of the Materials has whatsoever no right to obtain Intellectual Property Rights or 

related information on the Materials without the written approval or consent of （Institution of related information on the Materials without the written approval or consent of （Institution of related information on the Materials without the written approval or consent of

counterpart）．

6．NIAS will assume all responsibilities that the importation and subsequent use of the Materials in Japan 

in strict accordance with all local， national and international guidelines， rules， and regulations which 

apply to the use of the Materials. 

7．Benefits gained using the Materials will be shared between （Institution of counterpart） and NIAS and 

be arranged based on separate agreement.
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付録 4　　標本ポケットラベル

COLLECTION  FOR（Microorganisms）IN（Place），（Year）

　　　　Collection　No.　　　　　　　　Date  of  sampling　　　　　　　　，（Year）

　　　　Collection　place　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　Host plant　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　Fungus　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　Date　of　determination　　　　　　　　　　　by



Ⅳ. これまでの探索収集実績

Ⅳ .  Past Records
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年度 調　査　課　題 対象微生物 担　当　機　関 担　当　者 派　遣　先 期　　間

昭62

害虫防除に利用する微生物の探索および特性解明 昆虫寄生菌 果樹試験場 柳　沼　勝　彦 長野県
岩手県　青森県
静岡県

S62.07.27～ S62.07.29
S62.10.22～ S62.10.24
S62.12.07～ S62.12.08

香川県および愛媛県における魚類病原菌およびウイルスの探
索収集

魚類病原細菌
魚類病原ウイルス

養殖研究所 反　町　　　稔
佐　古　　　浩
前　野　幸　男

香川県　愛媛県 S62.11.07～ S62.10.13

多糖類分解酵素の生産菌の探索および特性解明 多糖類分解菌 食品総合研究所 原　口　和　朋 千葉県 S62.10.13～ S62.10.24

北海道の各種飼料に着生する有用微生物の収集 飼料微生物 畜産試験場 原　　　慎一郎 北海道 S62.09.24～ S62.09.29

窒素固定菌の探索収集とその有効利用 窒素固定菌 農業生物資源研究所 蒲　生　卓　磨 タイ S62.09.01～ S62.09.22

反芻家畜寄生性住血吸虫の探索および収集 家畜寄生性原虫 家畜衛生試験場 南　　　哲　郎 インドネシア S62.11.29～ S62.12.19

昭63

小笠原諸島の亜熱帯農業環境における菌類遺伝資源の収集お
よび特性解明

植物病原菌
木材腐朽菌

農業環境技術研究所 佐　藤　豊　三
小笠原諸島
(父島　母島 )

S63.07.01～ S63.07.06

果樹の根頭がんしゅ病菌およびブドウウイルス病様症状の探
索収集および特性解明

植物病原ウイルス
植物病原細菌

果樹試験場
今　田　　　準
澤　田　宏　之

岩手県　青森県
山形県　秋田県

S63.06.20～ S63.06.23

亜熱帯地域に生息する食品関連の特殊糸状菌の収集 カビ毒生産菌 食品総合研究所 鶴　田　　　理 沖縄県 S63.11.05～ S63.11.10

北海道における大型褐藻分解細菌の探索収集 大型褐藻分解細菌 中央水産研究所
中　山　昭　彦
内　田　基　晴

北海道 S63.07.04～ S63.07.06

ネパール国における伝統的な発酵食品の調査および食品微生
物の調査

発酵微生物 食品総合研究所
新　国　佐　幸 ネパール S63.10.11～ S63.11.01

平元

沖縄における食用きのこ遺伝資源の探索収集および特性解明 食用きのこ 森林総合研究所 根　田　　　仁 沖縄県 H01.10.13～ H01.11.19

都城市周辺圃場におけるアフラトキシン生産菌の探索収集 糸状菌 食品総合研究所 岡　崎　　　博 宮崎県 H01.08.23～ H01.08.25

タイにおけるさび病菌の重複寄生菌の調査・収集 拮抗微生物 農業環境技術研究所 佐　藤　豊　三 タイ H01.10.02～ H01.10.21

平 2

キオビエダシャクの病原糸状菌の探索収集 糸状菌 森林総合研究所 島　津　光　明 沖縄県 H02.12.18～ H02.12.21

ソルガム紫斑点病菌の交配用菌株等の探索 糸状菌 草地試験場 月　星　隆　雄 九州 H02.09.09～ H02.09.12

特殊環境微生物の探索と利用 特殊環境微生物 食品総合研究所 川　澄　俊　之 九州 H02.10.15～ H02.10.18

ニュージーランドにおけるきのこ類の探索収集 食用きのこ 森林総合研究所
沖縄県林業試験場

根　田　　　仁
宮　城　　　健

ニュージーランド H03.03.13～ H03.03.27

平 3

高知県における木材腐朽菌遺伝資源の探索収集 木材腐朽菌 森林総合研究所 服　部　　　力 高知県 H03.11.12～ H03.11.15

セルロース合成および分解真菌の探索収集および特性解明 鞭毛菌類・子嚢菌類 農業環境技術研究所 大久保　博　人 北海道 H03.09.24～ H03.09.28

北海道におけるコムギ植物体上微小菌類の収集 微小菌類 農業生物資源研究所 青　木　孝　之 北海道 H03.07.08～ H03.07.12

米粒の品質劣化に影響する病原菌類相と侵害機作の解明 糸状菌 農業研究センター 内　藤　秀　樹 山口県 H03.09.23～ H03.09.25

タイにおける特殊環境微生物（好塩菌）の探索収集 特殊微生物 食品総合研究所 川　澄　俊　之 タイ H03.07.25～ H03.08.20

平 4

ナシ黒星病菌の DMI剤感受性のモニタリング 糸状菌 果樹試験場 石　井　英　夫 佐賀県 H04.07.18～ H04.07.20

九州における樹木寄生糸状菌類の調査と収集 糸状菌 森林総合研究所 金　子　　　繁 大分県　熊本県 H04.09.22～ H04.09.27

中華人民共和国雲南省におけるイネいもち病菌の探索収集 糸状菌 農業研究センター 内　藤　秀　樹 中国 H04.09.19～ H04.09.29

Ⅲ．これまでの探索収集調査実績
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年度 調　査　課　題 対象微生物 担　当　機　関 担　当　者 派　遣　先 期　　間

平 5

小笠原諸島におけるさび病菌の重複寄生菌の調査・収集 糸状菌 四国農業試験場 佐　藤　豊　三 小笠原諸島 H05.12.08～ H05.12.15

九州地域におけるイネ白葉枯病菌各種レースの探索・収集 植物病原細菌
農業生物資源研究所 加　来　久　敏

長崎県　熊本県
宮崎県

H05.09.25～ H05.09.28

タイ国におけるサイレージ用高温性乳酸菌の探索・収集 乳酸菌 草地試験場
静岡県畜産試験場

大　桃　定　洋
片　山　信　也

タイ H05.08.25～ H05.09.13

平 6

北海道に発生する植物病原 MLOの探索と収集 植物病原微生物 農業研究センター 塩　見　敏　樹 北海道 H06.08.30～ H06.09.03

東北地方におけるナラタケ属菌の生態と分類学的検討 担子菌類 森林総合研究所 長谷川　絵　里 青森県　岩手県
山形県　宮城県
福島県

H06.09.12～ H06.09.13
H06.10.06～ H06.10.07
H06.10.11～ H06.10.12
H06.10.20～ H06.10.21
H06.10.24～ H06.10.25

オーストラリアにおける Agrobacterium属細菌の探索・収集 バイテク関連微生物 農業環境技術研究所
静岡県農業試験場

澤　田　宏　之
牧　野　孝　宏

オーストラリア
H07.03.08～ H07.03.22

スリランカ国におけるイネ病原微生物の探索収集 植物病原細菌
農業生物資源研究所
京都府立大学
北海道十勝農業試験場

落　合　弘　和
堀　野　　　修
宮　島　邦　之

スリランカ H07.02.25～ H07.03.08

平 7

沖縄における放線菌根菌（フランキア菌）の探査と収集 窒素固定微生物 森林総合研究所 山　中　高　史 沖縄県 H07.09.18～ H07.09.21

南西諸島における拮抗性シュードモナス属細菌の探索と収集 拮抗細菌 農業生物資源研究所 土　屋　健　一 沖縄県 H07.11.25～ H07.12.04

中国におけるダイズ根粒菌等有用微生物の探索・収集に関す
る共同調査

共生微生物
農業生物資源研究所
長野県中信農業試験場

横　山　　　正
村　上　敏　文

中国
H07.07.15～ H07.08.01

平 8

北海道における発酵食品微生物の収集 食品微生物 食品総合研究所 森　　　勝　美
山田（伊豫）知枝
中　島　博　文
島　　　　　純

北海道 H08.11.26～ H08.11.30

九州地方におけるカメムシ類共生微生物の探索と収集 共生微生物 果樹試験場 三　代　浩　二 福岡県　熊本県
大分県

H08.10.14～ H08.10.19

ネパールにおける新規拮抗微生物の探索収集 拮抗微生物 農業生物資源研究所
兵庫県中央農業技術
センター

堀　田　光　生
相　野　公　孝

ネパール
H08.09.24～ H08.10.08

平 9

長崎県福江島、壱岐及び対馬におけるカンキツかいよう病菌
の収集

細菌 果樹試験場 塩　谷　　　浩
尾　崎　克　己

対馬　壱岐
福江島

H09.08.21～ H09.08.22
H09.09.25～ H09.09.26
H09.10.23～ H09.10.24

タイ国でのカンキツトリステザウイルス弱毒、強毒系統の探
索・収集

ウイルス 果樹試験場 家　城　洋　之 タイ
H09.08.27～ H09.09.11

沖縄県での暖地型イネ科植物ミイラ穂病菌の探索・収集 糸状菌 草地試験場 月　星　隆　雄 沖縄本島
石垣島

H10.02.26～ H10.03.02

平10

離島及び西日本地域のブナ帯における主要栽培きのこの野生
菌株の収集と特性評価

担子菌 森林総合研究所 馬場崎　勝　彦
宮　崎　安　将

南九州　佐渡島
紀伊半島

H10.10.26～ H10.11.20

奄美大島におけるサトウキビ上生息糸状菌類の収集と特性評
価

糸状菌 農業生物資源研究所 青　木　孝　之 奄美大島
H10.11.30～ H10.12.06

台湾における VA菌根菌の探索と収集 共生微生物 草地試験場 斉　藤　雅　典 台湾 H11.01.16～ H11.01.24
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年度 調　査　課　題 対象微生物 担　当　機　関 担　当　者 派　遣　先 期　　間

平11

沖縄における乳酸菌の収集と特性評価 乳酸菌 畜産試験場 木　元　広　実 沖縄県 H11.08.25～ H11.09.01

東北地域におけるイチゴうどんこ病に対する拮抗微生物の
収集と特性評価

拮抗微生物 野菜・茶業試験場 小板橋　基　夫 栃木県　福島県
青森県　岩手県
宮城県

H12.01.18～ H12.01.21

ロシア極東地域における Steinernema属・Heterorhabditis属
昆虫病原性線虫およびそれらの共生細菌の収集と特性評価

線虫
共生細菌

農業環境技術研究所 吉　田　睦　浩 ロシア H11.09.05～ H11.10.07

平12

沖縄におけるいもち病菌の収集と特性評価 糸状菌 中央農業総合研究
センター

宮　坂　　　篤
園　田　亮　一

沖縄県 H12.10.17～ H12.10.20

東北地方北部地域及び長野県におけるナメコ等食用きのこ
の収集と特性評価

担子菌 森林総合研究所
岩手県林業技術センター
青森県林業試験場

馬場崎　勝　彦
宮　崎　安　将
上　部　明　広
坂　本　尚　美

長野県　青森県
秋田県

H12.10.17～ H12.10.19
H12.10.30～ H12.11.02

インドネシアにおける植物病原および共生シュードモナス
の収集と特性評価

細菌 農業環境技術研究所 土　屋　健　一 インドネシア H12.11.19～ H12.12.03

平13

沖縄県における園芸作物病原菌等の収集と特性評価 糸状菌 農業生物資源研究所 佐　藤　豊　三 沖縄県 H13.11.01～ H13.11.07

沖縄県でのイネ科植物寄生性 Bipolaris, Curvularia, 
Exserohilum属菌の収集

糸状菌 農業環境技術研究所 月　星　隆　雄 沖縄県 H14.02.18～ H14.02.22

沖縄県におけるサトウキビから分離される細菌の収集と特
性解明

細菌 農業環境技術研究所 篠　原　弘　亮 沖縄県 H13.11.25～ H13.12.01

南西諸島における植物病原細菌の探索収集 細菌 農業生物資源研究所 堀　田　光　生 南西諸島 H14.01.23～ H14.01.30

平14

南九州におけるイネ科植物内生性窒素固定細菌の収集と評
価 

窒素固定細菌 国際農林水産業研究
センター

安　藤　康　雄 宮崎県
鹿児島県

H14.09.01～ H14.09.05

長野、群馬、新潟県におけるダイズシストセンチュウ並び
にネコブセンチュウの収集

線虫 中央農業総合研究
センター

相　場　　　聡
水久保　隆　之
伊　藤　賢　治

長野県　群馬県
新潟県

H14.10.21～ H14.10.25
H14.11.12～ H14.11.13

富山県におけるキク立枯れ性病害の収集と特性評価 糸状菌 花き研究所 築　尾　嘉　章 富山県 H14.11.25～ H14.11.26

サトウキビ白すじ病菌の探索・収集 細菌 農業環境技術研究所 對　馬　誠　也 沖縄県 H14.12.09～ H14.12.13

北東北地域における発酵関連糸状菌の探索収集 発酵関連糸状菌 食品総合研究所 柏　木　　　豊 青森県 H14.12.18～ H14.12.20

冬期ベトナム北部における野菜発酵食品由来微生物の収集
と特性評価

発酵関連微生物 食品総合研究所 稲　津　康　弘 ベトナム H14.03.03～ H14.03.16

平15

北海道でのイネ科植物寄生性 Bipolaris, Drechslera,
Exserohilum属菌の収集

糸状菌
農業環境技術研究所

月　星　隆　雄 北海道 H15.08.25～ H15.08.29

キク立枯れ性病害の病原菌の探索・収集 糸状菌
花き研究所

伊　藤　陽　子
築　尾　嘉　章

香川県 H15.09.04～ H15.09.05

富山県および新潟県におけるダイズシストセンチュウの収集 線虫 中央農業総合研究
センター

相　場　　　聡 富山県
新潟県

H15.11.04～ H15.11.05
H15.11.06～ H15.11.07

アメリカ合衆国の微生物遺伝資源保存機関の視察 卵菌類等 農業生物資源研究所 竹　内　香　純
飯　田　元　子

アメリカ合衆国 H15.10.07～ H15.10.09
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平16

特異な分布をとる新規アフラトキシン産生菌の探索
（信越地方）

糸状菌 信州大学 後　藤　哲　久 長野県 H16.07.16～ H16.08.06

屋久島、奄美大島における昆虫病原糸状菌の探索・収集 糸状菌 果樹研究所 栁　沼　勝　彦 鹿児島県 H16.10.18～ H16.10.23

中国における飼料作物・家畜腸内由来乳酸菌の収集と評価 乳酸菌 畜産草地研究所 蔡　　　義　民 中国 H16.09.17～ H16.10.24

平17

植物内生酵母の探索と特性解析 酵母 北海道農業研究センター 斎　藤　勝　一 北海道 H17.06   ～ H17.09

実用栽培品種ダイズ根粒菌の探索収集 根粒菌 青森県農林総合研究
センター

桑　田　博　隆
近　藤　伸　子
岩　谷　香緒里

青森県 H17.3.15　　　　　　

台湾・マレーシアにおけるチャもち病菌の探索収集 糸状菌 農業生物資源研究所 長　尾　英　幸 台湾
マレーシア

H17.04.25～ H17.05.10
H18.01.24～ H18.02.09
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